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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
今
年
の
抱
負
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　

整
備
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
新
幹
線
（
新
青
森
・
新
函
館
北

斗
間
）
が
昨
年
３
月
26
日
に
開
業
し
、
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
新
幹

線
が
つ
な
が
り
ま
し
た
。現
在
建
設
中
の
北
海
道
新
幹
線（
新
函
館
北
斗
・

札
幌
間
）、
北
陸
新
幹
線
（
金
沢
・
敦
賀
間
）、
九
州
新
幹
線
（
武
雄
温
泉
・

長
崎
間
）
に
つ
い
て
も
、
国
民
経
済
の
発
展
や
地
域
振
興
に
資
す
る
と

い
う
整
備
新
幹
線
の
目
的
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
沿
線
地
方
公
共
団
体

の
協
力
の
下
、
着
実
に
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

都
市
鉄
道
利
便
増
進
事
業
の
神
奈
川
東
部
方
面
線
（
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直

通
線
、
相
鉄
・
東
急
直
通
線
）
に
つ
い
て
は
、
横
浜
市
西
部
お
よ
び
神

奈
川
県
央
部
と
東
京
都
心
部
を
直
結
す
る
と
い
う
目
的
の
早
期
実
現
に

向
け
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
関
係
鉄
道
事
業
者
と
の
連
携
を
密
に
し

つ
つ
建
設
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
が
進
め
る
我
が
国
の
鉄
道
技
術
を
生
か
し
た
新
幹
線
等
鉄
道
シ
ス

テ
ム
の
海
外
展
開
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
の
鉄
道
建
設
で
培
っ

た
豊
富
な
経
験
・
技
術
力
を
生
か
し
、
公
的
な
鉄
道
技
術
集
団
と
し
て

今
後
も
技
術
面
で
の
協
力
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

鉄
道
助
成
業
務
で
は
、
地
下
鉄
や
駅
の
建
設
・
改
良
、
鉄
道
の
安
全
・

防
災
対
策
や
技
術
開
発
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
適
正
に

執
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
く
国
民
の
皆
様
方
の
生
活
の
向
上
に
役
立

つ
鉄
道
施
設
整
備
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
全
線
の
早
期
開
業
の
実
現
に
向

け
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
す
る
資
金
の
貸
し
付
け
を
着
実
に
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

一
昨
年
の
法
改
正
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
地
域
公
共
交
通
出
資
等
業

務
で
は
、
地
方
公
共
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
す
る
地
域
公
共
交
通

の
活
性
化
お
よ
び
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

船
舶
共
有
建
造
に
つ
い
て
は
、
国
内
物
流
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
る

内
航
船
を
支
援
す
る
た
め
、
若
年
船
員
の
安
定
的
な
供
給
、
内
航
海
運

の
グ
リ
ー
ン
化
等
の
政
策
目
的
に
沿
っ
た
船
舶
の
建
造
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
老
齢
船
の
代
替
建
造
の
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
離
島
地
域
の
足
を
守
る
た
め
、
離
島
航
路
に

就
航
す
る
船
舶
の
建
造
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
鉄
清
算
事
業
の
分
野
で
は
、
昨
年
10
月
、
Ｊ
Ｒ
九
州
株
式
の
売
却
・

上
場
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
本
州
３
社
に
続
い
て
同
社
の
完
全
民
営
化
が
達
成

さ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
、
残
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
お
よ
び
Ｊ
Ｒ

貨
物
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
そ
の
経
営
自
立
に
向
け
た
各
種
支
援
業

務
や
残
る
梅
田
駅
（
北
）
等
の
土
地
処
分
お
よ
び
共
済
業
務
な
ど
を
着

実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

関
係
の
皆
様
方
に
は
、
引
き
続
き
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

巻頭言

平
成
29
年
年
頭
ご
挨
拶
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表紙の写真 : 天竜浜名湖鉄道
静岡県掛川市の掛川駅から浜松
市天竜区の天竜二俣駅を経て、
湖西市の新所原駅に至る、全長
67.7㎞の路線。旧国鉄の二俣線
を引き継いだ。本誌記事「地方鉄
道を訪ねて」で詳しく紹介してい
る。
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九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
が
全
通
し
て
、
ま
も
な
く

6
年
。
博
多
ま
で
１
時
間
半
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
人
口
は
、

全
通
前
の
約
７
０
４
万
人
か
ら
約
８
２
８
万
人
へ
大
幅
に

増
え
、
今
や
九
州
の
大
動
脈
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た
。

速
く
正
確
で
ゆ
と
り
あ
る
鉄
道
、
安
さ
と
フ
リ
ー
ク
エ
ン

シ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
と
す
る
高
速
バ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
交
通
機
関
が
健
全
な
競
争
関
係
を
築
き
、
九
州
全
体

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

そ
の
鍵
を
握
る
九
州
新
幹
線
（
博
多
・
新
八
代
間
）
は
、

地
上
の
明
か
り
区
間
が
約
7
割
を
占
め
、
比
較
的
ト
ン
ネ

ル
が
少
な
い
。
高
架
橋
で
も
景
色
の
見
え
る
透
明
タ
イ
プ

の
防
音
壁
が
使
用
さ
れ
、
車
窓
風
景
を
楽
し
め
る
。
新
幹

線
の
最
急
勾
配
の
採
用
や
、
最
新
技
術
で
営
業
路
線
の
真

上
に
築
か
れ
た
線
路
橋
な
ど
、
土
木
的

な
見
ど
こ
ろ
も
数
多
い
。

　

昨
年
11
月
の
週
末
、
た
ま
に
は
新
幹

線
で
途
中
下
車
の
旅
を
楽
し
も
う
と
、

落
ち
葉
舞
う
博
多
駅
か
ら
旅
に
出
た
。

博多駅は九州新幹線の起点であ
り、九州の鉄道の中心地である

九州新幹線の工事始点。着工までは、ここで高架橋がぷつ
りと途切れていた

久留米駅ホームの熊本方から
は、建設技術の粋を集めた松
原線路橋の構造を見ることが
できる

九州新幹線 （博多・新八代間）、
土木技術を訪ね歩く
ぶらり旅
　文・写真：栗原 景（フォトライター）

博多

武雄温泉

嬉野温泉（仮称）

長崎

諫早

久留米

筑後船小屋
新大牟田

新玉名

熊本

新八代

新大村（仮称）

新鳥栖

新水俣

福岡県

長崎県

熊本県

佐賀県

特集：九州新幹線のその後
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九
州
新
幹
線
の

「
工
事
始
点
」
か
ら
旅
立
つ

　

博
多
駅
は
、
い
つ
訪
れ
て
も
大
勢
の
人
で

賑
わ
っ
て
い
る
。
最
近
は
、
世
界
各
地
か
ら

の
外
国
人
旅
行
客
も
目
立
ち
、
国
際
都
市

の
玄
関
口
ら
し
い
顔
を
見
せ
て
い
る
。

　

新
幹
線
ホ
ー
ム
に
上
が
る
と
、
東
京
行

き
や
鹿
児
島
中
央
行
き
と
い
っ
た
列
車
が
並

ん
で
い
る
が
、
そ
の
隣
で
ひ
っ
そ
り
と
停
車

し
て
い
た
５
０
０
系
電
車
に
乗
り
込
ん
だ
。

行
き
先
は
「
博
多
南
」。

　

博
多
南
線
は
、
博
多
の
南
8
・
5
㎞
の

位
置
に
あ
る
博
多
総
合
車
両
所
へ
の
回
送

線
を
活
用
し
た
路
線
だ
。
車
両
所
に
隣
接

し
て
博
多
南
駅
が
設
置
さ
れ
、
1
時
間
に

1
〜
4
本
、新
幹
線
車
両
が「
在
来
線
特
急
」

と
し
て
運
行
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
か
ら
は

博
多
総
合
車
両
所
の
電
留
線
を
一
望
で
き
、

フ
ァ
ン
や
子
ど
も
に
人
気
が
高
い
。

　

博
多
南
駅
を
訪
れ
た
の
は
、
九
州
新
幹

線
の
「
工
事
始
点
」
が
こ
こ
に
あ
る
か
ら
だ
。

駅
前
通
り
か
ら
博
多
方
面
へ
少
し
歩
く
と
、

橋
脚
の
形
が
変
わ
る
地
点
が
あ
る
。
博
多

駅
起
点
８
㎞
２
３
３
ｍ
が
、
九
州
新
幹
線
の

「
工
事
始
点
」。
こ
こ
よ
り
博
多
方
は
、
昭
和

50
年
の
山
陽
新
幹
線
博
多
開
業
時
に
建
設

さ
れ
た
高
架
橋
で
あ
る
。
そ
し
て
新
鳥
栖
方

が
、
平
成
23
年
に
開
業
し
た
九
州
新
幹
線

と
し
て
建
設
さ
れ
た
高
架
橋
。
橋
脚
の
構

造
が
大
き
く
異
な
り
、
36
年
間
の
技
術
ト

レ
ン
ド
の
変
化
を
実
感
で
き
る
。

 　

工
事
始
点
か
ら
振
り
返
る
と
、
新
幹
線

の
高
架
橋
が
か
な
り
の
急
勾
配
で
高
度
を

上
げ
て
い
く
様
子
が
見
え
る
。
全
国
の
新
幹

線
で
最
も
急
な
35
‰
の
勾
配
だ
。

　
こ
の
急
勾
配
が
生
ま
れ
た
理
由
は
、
水
に

あ
る
。
九
州
新
幹
線
は
、
こ
の
先
二
つ
の
ト

ン
ネ
ル
を
経
て
、
九
州
最
長
の
ト
ン
ネ
ル
で

あ
る
筑
紫
ト
ン
ネ
ル
（
1
万
２
１
１
５
ｍ
）

に
突
入
。
福
岡
・
佐
賀
県
境
の
背せ
ふ
り
さ
ん

振
山
系

を
一
気
に
越
え
る
。

　

だ
が
、
背
振
山
系
に
は
福
岡
都
市
圏
の

水
瓶
で
あ
る
ダ
ム
や
河
川
が
多
数
あ
る
。
ト

博多南駅前から、梶原トンネルへ向かう35‰区間を望む。ちょうど上り「さくら」
がやってきた

博多駅を発車して5分ほどで博多総合車両基地を通過。東海道・山陽新幹線
と九州新幹線の車両が結集している。奥には100系の 2階建て車両も見える

梶原トンネルを抜けると、福岡郊外の住宅街があっという間に右後方に小さ
くなっていく

ン
ネ
ル
建
設
に
よ
っ
て
、
地
下
水
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
35
‰
の
急
勾
配

で
高
度
を
稼
ぎ
、
ト
ン
ネ
ル
の
土
か
ぶ
り
を

減
ら
し
て
地
下
水
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
た
の
で
あ
る
。
水
は
低
い
と
こ
ろ
を
流

れ
る
の
で
、
高
い
位
置
を
通
れ
ば
そ
れ
だ
け

地
下
水
へ
の
影
響
を
減
ら
せ
る
と
い
う
わ
け

だ
。
さ
ら
に
、
ト
ン
ネ
ル
は
緩
や
か
な
Ｓ
字

カ
ー
ブ
を
描
い
て
水
源
地
を
回
避
。
最
短

ル
ー
ト
と
環
境
保
全
の
バ
ラ
ン
ス
を
高
い
次

元
で
取
っ
た
の
が
、
筑
紫
ト
ン
ネ
ル
前
後
の

区
間
で
あ
る
。

ブ
ル
ネ
ル
賞
を
受
賞
し
た

新
鳥
栖
駅

　

1
時
間
後
の
列
車
で
博
多
に
戻
り
、
鹿

児
島
中
央
行
き
「
さ
く
ら
」
で
九
州
新
幹

線
の
旅
に
出
発
す
る
。
東
海
道
・
山
陽
新

幹
線
の
「
の
ぞ
み
」
と
同
じ
Ｎ
７
０
０
系
だ

が
、
旅
客
需
要
に
合
わ
せ
た
8
両
編
成
で
、

普
通
車
指
定
席
は
グ
リ
ー
ン
車
並
み
の
4

列
シ
ー
ト
。
ゆ
っ
た
り
と
旅
を
楽
し
め
る
。

　
「
い
い
日
旅
立
ち
・
西
へ
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
流
れ
た
。
こ
の
列
車
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
所

属
の
Ｓ
編
成
を
使
っ
て
い
る
ら
し
い
。
山
口

百
恵
の
名
曲
を
鬼
塚
ち
ひ
ろ
が
カ
バ
ー
し

た
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
テ
ー
マ
曲
。
旅
の
気

分
が
ぐ
っ
と
盛
り
上
が
る
。

　

列
車
は
し
ば
ら
く
博
多
南
線
と
同
じ
線

路
を
走
る
。
右
手
に
は
鹿
児
島
本
線
が
並
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松浦党水軍の兜（大きさ約 2ｍ）

走
し
、
や
が
て
博
多
運
転
区
の
車
両
基
地

が
見
え
て
く
る
。
左
手
の
巨
大
な
タ
ン
ク
群

は
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
博
多
工
場
だ
。

　

鹿
児
島
本
線
と
別
れ
て
南
へ
進
路
を
取

り
、
先
ほ
ど
歩
い
た
博
多
総
合
車
両
所
の

横
か
ら
高
度
を
上
げ
、
車
両
基
地
に
並
ぶ

新
幹
線
車
両
を
見
下
ろ
す
。
奥
に
は
、
懐

か
し
い
１
０
０
系
2
階
建
て
新
幹
線
の
保

存
車
両
も
見
え
、
見
晴
ら
し
が
良
い
。

　

勾
配
を
上
り
な
が
ら
「
さ
く
ら
」
は
ぐ
ん

ぐ
ん
加
速
。
最
初
の
梶
原
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

る
と
、
福
岡
郊
外
の
市
街
地
は
も
う
右
手

後
方
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
那
珂
川
ト
ン

ネ
ル
を
経
て
、
い
よ
い
よ
筑
紫
ト
ン
ネ
ル
に

突
入
。
九く
せ
ん
ぶ
や
ま

千
部
山
直
下
で
県
境
を
越
え
る

と
、
今
度
は
35
‰
の
下
り
坂
と
な
っ
て
、
一

気
に
佐
賀
平
野
へ
降
り
て
い
く
。

　
「
ま
も
な
く
、
新
鳥と

す栖
で
す
。
長
崎
線
は

お
乗
り
換
え
で
す
」

　

ま
だ
ト
ン
ネ
ル
内
を
走
っ
て
い
る
間
に
、

放
送
が
流
れ
た
。
列
車
が
再
び
地
上
に
出

る
と
、
も
う
か
な
り
減
速
し
て
お
り
、
ほ
ど

な
く
新
鳥
栖
駅
に
到
着
だ
。

　

新
鳥
栖
駅
は
、
長
崎
本
線
と
の
接
続
駅
。

駅
舎
は
「
鳥
栖
」
の
由
来
で
も
あ
る
「
鳥

巣
の
郷
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
大
き
な
翼
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
近
未
来
的
な
デ
ザ
イ
ン

だ
。
山
並
み
に
囲
ま
れ
た
風
景
に
も
よ
く
映

え
る
。
開
業
直
後
の
平
成
23
年
に
は
、
世

界
唯
一
の
国
際
鉄
道
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
で
あ
る
第
11
回
ブ
ル
ネ
ル
賞
を
、
新

玉
名
駅
と
と
も
に
受
賞
し
た
。

　

筑
紫
ト
ン
ネ
ル
の
佐
賀
県
側
出
口
ま
で

歩
い
て
み
よ
う
。
線
路
と
並
行
し
て
い
る
未

舗
装
の
道
を
10
分
ほ
ど
歩
く
と
、
ト
ン
ネ
ル

が
見
え
て
き
た
。

　

ト
ン
ネ
ル
か
ら
突
き
出
て
い
る
ド
ー
ム

は
、
列
車
が
高
速
で
ト
ン
ネ
ル
入
口
に
突
入

し
た
際
に
、
ト
ン
ネ
ル
出
口
で
発
生
す
る
微＊

気
圧
波
を
緩
和
す
る
緩
衝
工
で
あ
る
。
突

然
、
ト
ン
ネ
ル
か
ら
新
鳥
栖
駅
通
過
の
「
み

ず
ほ
」
が
現
れ
た
。
高
速
で
走
る
新
幹
線

だ
が
、そ
の
走
行
音
は
思
い
の
ほ
か
静
か
だ
。

市
役
所
か
ら

日
本
最
大
の
線
路
橋
を
一
望

　

駅
に
戻
り
、
今
度
は
各
駅
停
車
タ
イ
プ

の
「
つ
ば
め
」
に
乗
車
し
よ
う
。
新
八
代
・

鹿
児
島
中
央
間
開
業
の
頃
か
ら
10
年
以
上

走
り
続
け
る
、
８
０
０
系
だ
。
東
海
道
・
山

陽
新
幹
線
の
７
０
０
系
を
ベ
ー
ス
に
開
発

さ
れ
た
車
両
で
、
デ
ザ
イ
ン
は
「
な
な
つ
星

in
九
州
」
な
ど
Ｊ
Ｒ

九
州
の
多
く
の
車
両

を
手
が
け
る
水
戸
岡

鋭
治
氏
の
ド
ー
ン
デ

ザ
イ
ン
研
究
所
が
担

当
。
久
留
米
絣
、
八

代
い
草
の
縄
の
れ
ん

な
ど
、
日
本
と
九
州

の
伝
統
美
を
随
所
に

取
り
入
れ
て
い
る
。

　

乗
る
だ
け
で
ぜ
い

た
く
な
気
分
に
ひ
た

れ
る
車
両
だ
が
、
次

の
久
留
米
駅
ま
で
は

わ
ず
か
５
・
７
㎞
。
発
車
と
ほ

ぼ
同
時
に
久
留
米
到
着
の
車
内

放
送
が
入
り
、
3
分
で
到
着
し

た
。

　

久
留
米
駅
の
南
に
は
、
九
州

新
幹
線
の
も
う
一
つ
の
技
術
的

ハ
イ
ラ
イ
ト
、
松
原
線
路
橋
が

あ
る
。
鹿
児
島
本
線
と
久
大
本

線
の
在
来
線
を
ま
た
ぐ
国
内
最

長
の
線
路
橋
で
、
総
延
長
は
１

２
４
３
ｍ
。
巨
大
な
門
の
よ
う

な
鋼
製
橋
脚
が
16
基
、
在
来
線

を
ま
た
い
で
並
び
、
そ
の
上
に
新
幹
線
の
桁

が
乗
っ
て
い
る
。
橋
脚
は
線
路
脇
の
わ
ず
か

な
ス
ペ
ー
ス
で
線
路
と
並
行
に
組
み
立
て
ら

れ
、
深
夜
に
片
側
の
支
柱
を
軸
に
ぐ
る
っ
と

新玉名駅とともに、ブルネル賞の大賞を受賞した新鳥栖駅
の駅舎。長崎本線と新幹線を接続する、新しい交通の要衝
でもある

無料で抜群の展望を楽しめる、
久留米市役所展望ロビーから
松原線路橋を遠望。ちょうど
新大阪行き「さくら」が久留
米駅に到着。展望ロビーは就
業支援団体が営業を担当する
カフェがある。チーズトマト
ハンバーグ定食はなんと500
円

九州新幹線最長の筑紫トンネルを出て新鳥栖駅構内に入る
N700系「みずほ」

＊微気圧波：高速で新幹線がトンネルに突入し、発生する
空気の圧力波が音速で前方に伝わる際、トンネル内で拡
散できない空気の抵抗によって圧縮されて衝撃波のよう
になり、反対側のトンネル出口で大きな振動や発破音を
発生させる現象。
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大幅な時間短縮を達成
　九州新幹線全線開業の最大の効果は、より多くの人が、
より速く移動できるようになったことだ。熊本を起点にす
ると、博多までの最短所要時間は全通前の１時間13分から
33分となり、半分以下に短縮された。新大阪までは、博多
乗り換えで最短 3時間 57 分かかっていたのが、乗り換え

がなくなり 2時間 58 分とほぼ 1時間短縮。鹿児島中央・
新大阪間に至っては、開業までは新八代と博多で 2度乗り
換えを要して 5時間 2分かかっていたのが、現在では乗り
換えなしで 4時間を切る 3時間 42分を実現した。

〔資料：JR時刻表（平成 22年 10月、平成 26年 10月）〕

多くの人の短時間移動が可能に
　高速鉄道による時間短縮の恩恵を、多くの人が享受
できるようになった。九州内において、博多駅まで1.5
時間以内で移動できる人口を例にすると、全通前の
703.5 万人から全通後は 827.9 万人に増加した。同
様に、2時間圏の人口も 932.1 万人から 1,039 万人
へ大幅に増加している。　　　　　（鉄道・運輸機構作成）

増加する利用者数
　新幹線開業前の在来線特急利用者（博多・熊本間）
は、１日平均で 1万 7,900 人（2010 年度）。開業 1
年目の新幹線利用者は 2万 4,500 人（11 年度）と約
1.4 倍に跳ね上がり、その後も 2万 4,900 人（12年
度）、2 万 5,500 人（13 年度）、2 万 6,300 人（14
年度）と、順調に増加している。一方、熊本・鹿児島
間は、全通前の 8,500 人から 1万 4,000 人へ、約 1.6
倍もの増加を記録し、その後も 1万 4,000 人前後で
推移している。　　　　　　　　　（鉄道・運輸機構調べ）

回
転
さ
せ
て
建
設
し
た
と
い
う
。

　

そ
の
巨
大
な
線
路
橋
は
、
久
留
米
駅
ホ
ー

ム
の
熊
本
方
か
ら
遠
望
で
き
る
が
、
ど
う
せ

な
ら
も
っ
と
見
晴
ら
し
の
良
い
と
こ
ろ
か
ら

見
て
み
た
い
。
山
と
か
タ
ワ
ー
と
か
、
見
通

し
の
利
く
ポ
イ
ン
ト
は
な
い
も
の
か
…
…
。

そ
う
だ
、
あ
そ
こ
が
良
い
。

　

訪
れ
た
の
は
、
久
留
米
市
役
所
。
地
上

20
階
に
無
料
の
展
望
ロ
ビ
ー
が
あ
り
、
自
由

に
見
学
で
き
る
。
本
来
の
展
望
台
は
筑
後

川
を
望
む
北
側
を
向
い
て
い
る
が
、
松
原
線

路
橋
が
見
え
る
南
側
に
も
窓
が
あ
り
、
鋼

製
橋
脚
が
在
来
線
を
ま
た
ぐ
様
子
が
よ
く

見
え
る
。
上
を
新
幹
線
、
下
を
在
来
線
が

行
き
交
う
光
景
は
、
ま
る
で
ジ
オ
ラ
マ
を
見

て
い
る
よ
う
だ
。

　

展
望
ロ
ビ
ー
に
は
、
カ
フ
ェ
も
あ
る
。
障

が
い
者
の
就
業
支
援
団
体
が
運
営
し
て
お

り
、
本
格
的
な
チ
ー
ズ
ト
マ
ト
ハ
ン
バ
ー
グ

松原線路橋の下を博多行き普通列車が通過。直上高架
橋でありながら圧迫感が少なく周囲とも調和している

0 1 2 3 4（時間） 4（時間）

特急
（開業前）

新幹線
（開業後）

特急
（開業前）

新幹線
（開業後）

特急
（開業前）

新幹線
（開業後）

1時間13分

33分

▶熊本～新大阪▶熊本～博多 ▶鹿児島中央～新大阪

0 1 2 3

3時間57分

2時間58分

0 1 2 3 4 5（時間）

5時間02分

3時間42分

約1.4倍

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

（人 /日）
30,000

2010

17,900

24,500 24,900 25,500 26,300

2011 2012 2013 2014（年度）

■平均利用者数の推移（博多・熊本間）

■時間到達圏の変化（博多駅起点）

特集： 九州新幹線のその後
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定
食
が
５
０
０
円
と
格
安
。
新
幹
線
を
眺

め
な
が
ら
の
手
作
り
ハ
ン
バ
ー
グ
と
は
、
な

か
な
か
ぜ
い
た
く
な
ラ
ン
チ
で
あ
る
。

　

食
後
は
、
腹
ご
な
し
を
兼
ね
て
松
原
線

路
橋
を
歩
い
て
訪
れ
て
み
よ
う
。
門
型
鋼
製

橋
脚
は
、
近
く
で
見
る
と
さ
す
が
に
巨
大
。

線
路
脇
の
道
路
は
狭
く
、
建
設
に
は
苦
労

し
た
だ
ろ
う
。
そ
う
い
え
ば
、
日
本
で
初
め

て
本
格
的
な
鉄
道
直
上
高
架
橋
が
建
設
さ

れ
た
の
は
、
九
州
新
幹
線
の
大
先
輩
で
あ

る
東
海
道
新
幹
線
の
東
京
都
大
田
区
馬
込

付
近
だ
っ
た
。
馬
込
も
周
辺
道
路
が
狭
く
、

第
二
京
浜
を
ま
た
ぐ
支
間
長
約
85
ｍ
の
馬

込
架
道
橋
を
設
置
す
る
際
に
は
、
周
辺
道

路
を
一
晩
封
鎖
し
た
と
い
う
。
一
方
、
松
原

線
路
橋
は
通
常
の
列
車
や
道
路
交
通
に
は

影
響
を
ほ
と
ん
ど
及
ぼ
さ
ず
に
１
０
０
０
ｍ

以
上
に
及
ぶ
区
間
を
建
設
し
て
い
る
。
半
世

紀
の
技
術
の
進
歩
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。も

て
な
し
の
心
を
感
じ
る

客
室
乗
務
員

　

久
留
米
駅
に
戻
り
、
J 

R
九
州
所
属
の

Ｎ
７
０
０
系
Ｒ
編
成
の
「
さ
く
ら
」
に
乗
っ

て
新
八
代
駅
を
目
指
す
。

「
い
い
日
旅
立
ち
・
西
へ
」

に
代
わ
り
、
洗
練
さ
れ

た
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
た
。
鉄

道
フ
ァ
ン
と
し
て
知
ら
れ

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
向
谷

実
さ
ん
に
よ
る
車
内
メ
ロ

デ
ィ
ー
だ
。
九
州
新
幹
線

の
各
駅
で
流
れ
る
曲
も
、

向
谷
さ
ん
が
手
が
け
て
い
る
。

　
「
お
食
事
や
お
飲
み
物
は
い
か
が
で
す
か
。

よ
ろ
し
け
れ
ば
、
記
念
写
真
も
お
撮
り
し
ま

す
よ
」

　

車
内
販
売
の
客
室
乗
務
員
が
に
こ
や
か

に
声
を
か
け
て
く
れ
た
。「
さ
く
ら
」
に
は
、

一
部
の
列
車
を
除
き
2
名
の
客
室
乗
務
員
が

乗
務
し
て
車
内
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ

九
州
の
車
内
販
売
は
、
そ
の
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
対
応
が
魅
力
だ
。
乗
車
記
念
の
パ
ネ
ル

も
持
っ
て
お
り
、
無
料
で
記
念
写
真
を
撮
っ

て
く
れ
る
。
客
室
乗
務
員
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
た
と
い
う
、
車
内
限
定
の
「
さ
く
ら
ひ
ら

り
弁
当
」
１
０
０
０
円
を
購
入
。
黒
豚
の
た

れ
焼
き
や
さ
つ
ま
揚
げ
な
ど
、
沿
線
の
食
材

を
使
っ
た
彩
り
豊
か
な
弁
当
だ
。

　

久
留
米
か
ら
は
、
し
ば
ら
く
在
来
線
と

並
走
す
る
。
九
州
新
幹
線
は
、
市
街
地
で

は
在
来
線
に
並
走
す
る
区
間
が
長
い
。
用

地
買
収
の
コ
ス
ト
を
抑
え
る
工
夫
だ
ろ
う
。

　

三
池
山
の
直
下
を
貫

き
新
玉
名
を
通
過
す
る

と
、
金き
ん
ぽ
う
ざ
ん

峰
山
の
東
山
麓
を

か
す
め
て
熊
本
市
街
に
入

り
、
在
来
線
と
合
流
。
ま

も
な
く
、
熊
本
駅
に
到
着

だ
。
熊
本
地
震
に
見
舞
わ

れ
た
熊
本
市
だ
が
、
列
車

か
ら
見
る
限
り
は
、
普
段

の
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
「
こ
の
列
車
は
熊
本
地
震
の
影
響
に
よ
り
、

次
の
新
八
代
ま
で
の
一
部
区
間
で
速
度
を
落

と
し
て
運
転
い
た
し
ま
す
。そ
の
た
め
、カ
ー

ブ
で
は
車
内
が
傾
き
ま
す
が
、
列
車
の
安

全
は
確
保
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
安
心
く

だ
さ
い
」

　

熊
本
駅
を
発
車
し
た
列
車
は
、
緑
川
を

渡
り
熊
本
総
合
車
両
所
ま
で
約
10
㎞
の
区

間
を
、
時
速
70
㎞
制
限
で
徐
行
す
る
。
こ
の

徐
行
区
間
も
、
来
る
3
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正

で
解
消
さ
れ
る
見
込
み
だ
。
左
手
に
８
０
０

系
や
Ｎ
７
０
０
系
が
並
ぶ
車
両
所
が
見
え

て
く
る
と
、
よ
う
や
く
加
速
。
水
田
が
広
が

る
干
拓
地
に
入
り
、
右
手
に
は
美
し
い
山
並

み
が
見
え
る
。
天
草
へ
つ
な
が
る
宇
土
半
島

の
大
岳
だ
。

　

田
園
風
景
の
中
を
左
へ
大
き
く
カ
ー
ブ

す
る
と
、
高
架
橋
が
近
づ
い
て
き
た
。
新

八
代
・
鹿
児
島
中
央
間
の
先
行
開
業
時
に

使
用
さ
れ
た
連
絡
橋
だ
。
博
多
か
ら
の
特

急
「
リ
レ
ー
つ
ば
め
」
が
こ
こ
を
通
り
、
新

幹
線
と
の
同
一
ホ
ー
ム
で
の
乗
り
換
え
を
実

現
し
て
い
た
。
そ
の
向
こ
う
か
ら
鹿
児
島
本

線
も
現
れ
、
新
八
代
駅
に
到
着
。
新
幹
線

は
こ
の
先
九
州
山
地
の
南
西
麓
に
入
り
、
川

内
な
ど
の
都
市
を
最
短
距
離
で
つ
な
い
で
44

「さくら」「みずほ」の客室乗務員は、ワゴンサービスを担当するほか、
客室で出たゴミの回収などもマメに行う

熊本・新八代間の右手には田園風景の向こうに宇土半島の山々を遠望。
ちらりと八代海も見える

沿線のさまざまなおかずがぎっしり詰まった「さ
くらひらり弁当」1,000円。つまみにもよい
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分
で
鹿
児
島
中
央
駅
に
至
る
。

Ｆ
Ｇ
Ｔ
の
実
験
走
行
が
再
開
す
る

新
八
代
連
絡
線

　

駅
前
の
ホ
テ
ル
に
1
泊
し
、
翌
朝
、
連

絡
線
の
横
を
散
歩
し
て
み
た
。
30
分
間
隔

で
７
８
７
系
特
急
電
車
が
行
き
交
っ
た
連
絡

線
は
、
今
は
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
る
。
線
路

沿
い
の
農
道
で
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
人
を
数

人
見
か
け
た
。
地
元
の
人
の
散
歩
道
に
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

　

連
絡
線
が
在
来
線
に
合
流
す
る
手
前
に
、

軌
間
変
換
装
置
が
あ
る
。
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
る
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
（
Ｆ
Ｇ

Ｔ
）
は
、
こ
こ
で
標
準
軌
と
狭
軌
を
切
り
替

え
て
、
新
幹
線
と
在
来
線
を
行
き
来
す
る
。

平
成
26
年
以
来
走
行
試
験
を
休
止
し
て
き

た
が
、
軌
間
可
変
技
術
評
価
委
員
会
の
了

承
を
得
て
、
28
年
12
月
か
ら
検
証
走
行
試

験
を
開
始
す
る
こ
と
が
決
定
。
こ
の
連
絡
線

に
、
再
び
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
が
姿
を

現
す
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
的

課
題
に
直
面
し
て
き
た
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ

イ
ン
だ
が
、
将
来
は
全
国
の
都
市
に
新
幹
線

直
通
の
恩
恵
を
も
た
ら
す
に
違
い
な
い
。
今

は
田
園
風
景
の
中
に
ぽ
つ
ん
と
置
か
れ
た
、

静
か
な
中
間
駅
の
新
八
代
駅
だ
が
、
日
本

の
鉄
道
の
将
来
を
背
負
う
重
要
地
で
も
あ

る
。
新
幹
線
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
を
想
像
し
な

が
ら
、
小
さ
な
旅
を
終
え
た
。

新八代駅の在来線連絡線はフリーゲージトレインの実験線に生まれ変わった

製紙の町・八代の新玄関として定着した新八代駅

熊本駅を発車すると、左手に熊本総合車両所が見えてくる。九州新幹線独自の車両基地で142両が所属している

＊FGT：フリーゲージトレイン（軌間可変電車）とは、新幹線（標準軌
1,435mm）と在来線（狭軌1,067mm）の異なる軌間（ゲージ）を直通
運転できるよう、車輪の左右間隔を軌間に合わせて自動的に変換する電
車。

＊

特集： 九州新幹線のその後
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１ 

は
じ
め
に

　

新
幹
線
で
は
、
冬
期
間
に
お
い
て
も
列

車
が
安
全
に
安
定
し
て
走
行
で
き
る
よ

う
、
雪
害
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
線
路

に
降
る
雪
に
対
す
る
対
策
と
し
て
は
、
覆

う
、
貯
め
る
、
捨
て
る
、
融
か
す
な
ど
の

方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

整
備
新
幹
線
の
雪
害
対
策
に
つ
い
て

　

東
北
新
幹
線
（
大
宮
・
盛
岡
間
、
昭
和

57
年
開
業
）
で
は
、
一
部
を
除
き
、
営
業

車
両
に
よ
り
か
き
分
け
た
雪
を
高
架
橋
内

に
貯
め
る
貯
雪
型
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

同
じ
く
、
上
越
新
幹
線
（
大
宮
・
新
潟
間
、

昭
和
57
年
開
業
）
で
は
、
日
本
有
数
の
豪

雪
地
帯
を
通
過
す
る
た
め
、
上
毛
高
原
以

北
で
全
面
的
に
雪
を
融
か
す
散
水
消
雪
型

を
採
用
し
ま
し
た
。

　

整
備
新
幹
線
の
う
ち
、北
陸
新
幹
線（
高

崎
・
長
野
間
、
平
成
９
年
開
業
）、
東
北

新
幹
線
（
盛
岡
・
八
戸
間
、
平
成
14
年
開

業
）
で
は
、
気
温
が
低
く
一
定
の
降
雪
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
主
に
貯
雪
型
を
採
用
し

ま
し
た
。
東
北
新
幹
線
（
八
戸
・
新
青
森

間
、
平
成
22
年
開
業
）
で
は
、
多
雪
地
域

を
走
行
す
る
こ
と
か
ら
、
主
に
散
水
消
雪

型
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一

定
量
ま
で
の
雪
で
あ
れ
ば
貯
め
、
雪
が
多

い
場
合
に
は
、
融
か
す
等
の
方
法
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
然
現
象
で
あ
る
雪

は
、
各
地
域
で
降
り
方
や
積
も
り
方
が
異

な
り
、
気
温
に
よ
り
融
け
方
も
異
な
り
ま

す
。
当
機
構
の
整
備
新
幹
線
で
は
、
各
地

域
の
降
雪
量
、
積
雪
量
、
雪
質
、
気
温
、

地
域
の
特
徴
な
ど
に
応
じ
た
検
討
を
行
う

こ
と
で
、
線
区
に
応
じ
た
雪
害
対
策
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
北
陸
新
幹
線
（
長
野
・
金

沢
間
、
平
成
27
年
３
月
開
業
）
お
よ
び
北

海
道
新
幹
線
（
新
青
森
・
新
函
館
北
斗
間
、

平
成
28
年
３
月
開
業
）
で
採
用
し
た
雪
害

対
策
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　
２ 

北
陸
新
幹
線
（
長
野
・
金
沢
間
）

　

北
陸
新
幹
線
（
長
野
・
金
沢
間
）
は
、

延
長
が
約
２
２
８
㎞
と
長
く
、
比
較
的
降

雪
の
少
な
い
長
野
市
（
積
雪
深
で
50
㎝
以

下
）
か
ら
、
長
野
県
飯
山
市
や
新
潟
県
上

越
市
（
積
雪
深
で
２
０
０
㎝
を
大
き
く
超

え
る
）
に
代
表
さ
れ
る
日
本
で
も
有
数
の

豪
雪
地
帯
を
通
過
し
た
後
、
日
本
海
沿
岸

に
沿
っ
て
富
山
県
・
石
川
県
を
横
断
す
る

ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
富
山
県
・
石

川
県
（
積
雪
深
で
１
１
５
〜
２
２
０
㎝
）

① 散水消雪型
～融かす～ ～覆う～

②スノーシェルター
～貯める～
③閉床式貯雪型

～貯める+覆う～
④ 半雪覆式貯雪型

～捨てる～
⑤ 側方開床式貯雪型

タイプ別高架橋断面図　〔北陸新幹線（長野・金沢間）〕

JR 北海道による訓練運転で北海道北斗市内を走行中のＨ５系車両
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散
水
し
、
散
水
し
た
水
は
回
収
・
再
利
用

を
行
う
、
加
熱
循
環
方
式
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
気
象
条
件
に
合
わ
せ
て
、
気
温
が

よ
り
低
い
箇
所
で
は
散
水
量
を
増
や
す
等

の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
雪
が
非
常
に
多

い
、
飯
山
・
上
越
・
能
生
等
の
地
域
お
よ

び
分
岐
器
部
で
採
用
し
て
い
ま
す
。（
写
真

１
）

② 

ス
ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー

　

本
線
を
屋
根
で
覆
う
方
法
で
、
高
架
上

へ
の
積
雪
を
防
ぐ
た
め
、
最
も
確
実
な
対

策
で
す
。
積
雪
が
非
常
に
多
い
山
間
部
の

ト
ン
ネ
ル
と
ト
ン
ネ
ル
の
間
の
ご
く
短
距

離
の
地
上
部
分
に
採
用
し
て
い
ま
す
。（
写

真
２
） 

写真1　散水消雪型

写真2　スノーシェルター③ 

閉
床
式
貯
雪
型

　

営
業
車
両
、ラ
ッ
セ
ル
車
、ロ
ー
タ
リ
ー

車
に
よ
り
、
軌
道
上
の
積
雪
を
か
き
分
け
、

高
架
橋
内
の
貯
雪
ス
ペ
ー
ス
に
貯
め
る
方

法
で
す
。
最
も
基
本
的
な
構
造
で
、
長
野

市
内
や
糸
魚
川
以
西
で
採
用
し
て
い
ま

す
。（
写
真
３
）

④ 

半
雪
覆
式
貯
雪
型

　

積
雪
量
が
貯
雪
型
よ
り
少
し
多
い
区
間

で
、
高
架
橋
内
へ
の
積
雪
量
を
減
ら
す
た

め
、
③
閉
床
式
貯
雪
型
高
架
橋
の
防
音
壁

の
上
部
に
幅
１
ｍ
の
斜
め
の
ひ
さ
し
を
設

け
た
構
造
形
式
で
す
。
高
架
橋
両
側
の
ひ

さ
し
か
ら
の
落
雪
に
対
す
る
用
地
が
確
保

で
き
る
区
間
に
採
用
し
て
い
ま
す
。（
写
真
４
）

で
は
、
気
温
は
氷
点
下
に
な
る
こ
と
は
少

な
く
、
普
段
は
降
雪
も
少
な
い
で
す
が
、

１
日
に
80
㎝
（
気
象
庁
観
測
デ
ー
タ
）
も

の
大
雪
が
降
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
大
き
く
５
種
類
の
高
架
橋

タ
イ
プ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
効
率

的
な
雪
害
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

① 

散
水
消
雪
型

　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
散
水
し
、
雪
を
融

か
す
方
法
で
す
。
雪
が
非
常
に
多
く
、
河

川
か
ら
取
水
可
能
な
地
域
で
採
用
し
て
い

ま
す
。
取
水
し
た
水
は
消
雪
基
地
で
加
熱

し
、
配
管
を
通
じ
て
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で

■北陸新幹線路線図

建設中の路線
凡例

既開業路線

写真3　閉床式貯雪型

貯雪高さ

写真4　半雪覆式貯雪型

ラッセル
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⑥ 

そ
の
他

　

５
種
類
の
タ
イ
プ
に
加
え
、
高
架
下
へ

雪
を
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
道
路
交
差

部
や
市
街
地
で
は
、
積
雪
量
に
応
じ
た
対

応
を
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
閉
床
式
貯
雪
型
＋
融
雪
パ

ネ
ル
」
で
は
、
高
架
橋
の
左
右
の
ダ
ク
ト

上
に
幅
１
m
の
融
雪
パ
ネ
ル
を
設
置
し

て
、
雪
を
融
か
す
方
法
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
高
架
下
の
融
雪
基
地
内
で
不
凍
液
を

加
熱
し
、
パ
ネ
ル
内
に
循
環
さ
せ
る
こ
と

で
雪
を
融
か
し
ま
す
。（
写
真
６
）

　

ま
た
、
富
山
以
西
の
道
路
交
差
部
等
で

は
、
高
架
橋
の
幅
を
広
げ
、
貯
雪
ス
ペ
ー

ス
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
、
融
雪
設
備
の

工
事
費
削
減
に
努
め
ま
し
た
。

３ 

北
海
道
新
幹
線

　
（
新
青
森
・
新
函
館
北
斗
間
）

　

北
海
道
新
幹
線
（
新
青
森
・
新
函
館
北

斗
間
）
は
、
延
長
が
約
１
４
９
㎞
あ
り
、

比
較
的
降
雪
の
多
い
青
森
市
内
や
青
森
県

今
別
町
（
積
雪
深
で
１
３
０
〜
１
６
０
㎝
）

か
ら
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
し
た
後
、

北
海
道
知
内
町
（
積
雪
深
で
50
〜
１
２
０

㎝
）
に
入
り
、
新
函
館
北
斗
駅
に
至
る

ル
ー
ト
と
な
っ
て
お
り
、
冬
期
の
平
均
気

温
は
０
℃
未
満
で
最
低
気
温
も
マ
イ
ナ
ス

20
℃
近
く
に
及
ぶ
積
雪
寒
冷
地
を
走
行
し

ま
す
。
在
来
線
と
の
共
用
走
行
に
伴
う
三

線
軌
条
と
い
う
特
殊
な
設
備
を
有
す
る
ほ

か
、
最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
20
℃
に
及
ぶ

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
新
幹
線
に
な
い
厳
し

い
気
象
条
件
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
州
方
の
一
部
散
水
区
間
を
除
き
、
こ

れ
ほ
ど
の
寒
冷
地
で
は
、
散
水
・
融
雪
水

の
凍
結
や
融
雪
パ
ネ
ル
表
面
の
積
雪
の
空

洞
化
（
ブ
リ
ッ
ジ
形
成
）
の
恐
れ
が
あ
り
、

散
水
消
雪
型
や
融
雪
パ
ネ
ル
が
採
用
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
従
来
の
③
閉
床
式

貯
雪
型
高
架
橋
、
④
半
雪
覆
式
貯
雪
型
高

架
橋
に
加
え
、
在
来
線
の
津
軽
海
峡
線
で

採
用
さ
れ
て
い
る
開
床
式
高
架
橋
を
取
り

入
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

ま
た
、
極
寒
冷
地
を
考
慮
し
た
分
岐
器

不
転
換
対
策
と
し
て
、
ピ
ッ
ト
構
造
や
エ

写真5　側方開床式貯雪型 

ロータリー

雪を落とす開口部

写真6　閉床式貯雪型+融雪パネル

⑤ 

側
方
開
床
式
貯
雪
型

　

さ
ら
に
積
雪
量
が
多
い
区
間
で
は
、
側

方
開
床
式
貯
雪
型
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
貯
め
き
れ
な
い
雪
を
高
架
橋
の
外

に
捨
て
る
方
法
で
す
。
④
半
雪
覆
式
貯
雪

型
と
同
様
、
高
架
橋
両
側
の
ひ
さ
し
か
ら

の
落
雪
に
対
す
る
用
地
が
確
保
で
き
る
区

間
に
採
用
し
て
い
ま
す
。
糸
魚
川
・
富
山

間
の
積
雪
が
比
較
的
多
い
郊
外
や
田
畑
等

の
区
間
に
採
用
し
て
い
ま
す
。（
写
真
５
）

■北海道新幹線路線図

建設中の路線
凡例

既開業路線
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写真7　開床式

電気融雪マット

写真 8　ピット構造（分岐器部）

ア
ジ
ェ
ッ
ト
等
の
新
た
な
対
策
を
採
用
し

ま
し
た
。

⑦ 
開
床
式

　

高
架
橋
の
床
面
に
開
口
を
設
け
る
こ
と

で
、
降
雪
や
列
車
走
行
時
の
排
雪
を
高

架
下
に
落
と
す
構
造
形
式
で
す
。
貯
雪
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
が
不
要
で
、
路
盤
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
薄
く
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

高
架
橋
の
床
面
の
開
口
部
に
つ
い
て
は
、

安
全
お
よ
び
保
守
管
理
の
た
め
に
グ
レ
ー

チ
ン
グ
を
敷
設
し
て
い
ま
す
。
グ
レ
ー
チ

ン
グ
の
隙
間
か
ら
雪
が
落
下
す
る
必
要
が

あ
り
、
さ
ら
さ
ら
の
雪
質
に
向
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
開
口
に
よ
り
、
騒
音
が
大
き

く
な
る
た
め
、
新
幹
線
走
行
に
伴
う
環
境

基
準
が
適
用
さ
れ
な
い
地
域
で
初
め
て
採

用
し
て
い
ま
す
。（
写
真
７
）

⑧ 

分
岐
器
不
転
換
対
策

　

分
岐
器
不
転
換
対
策
と
は
、
降
雪
お
よ

び
列
車
走
行
に
伴
う
持
込
雪
や
落
氷
雪
が

分
岐
器
の
可
動
部
に
挟
ま
る
こ
と
で
分
岐

器
の
不
転
換
が
発
生
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
の
対
策
で
す
。
当
該
区
間
の
極
寒
冷
な

気
温
を
考
慮
す
る
と
、
従
来
の
対
策
が
適

用
で
き
な
い
た
め
、
実
物
大
試
験
等
に
よ

る
検
証
を
行
い
、
エ
ア
ジ
ェ
ッ
ト
等
の
新

た
な
対
策
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

● 

ピ
ッ
ト
構
造

　

分
岐
器
の
マ
ク
ラ
ギ
下
に
設
置
し
た

ピ
ッ
ト
（
空
間
）
に
雪
を
落
と
し
、
電
気

融
雪
マ
ッ
ト
で
雪
を
融
か
す
方
式
で
す
。

北
海
道
内
の
在
来
線
で
の
実
績
を
踏
ま

え
、
新
幹
線
で
初
め
て
採
用
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
８
）　

● 

電
気
融
雪
器

　

分
岐
器
可
動
部
の
凍
結
対
策
と
し
て
は
、

電
気
融
雪
器
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
従
来

の
温
風
式
電
気
融
雪
器
で
は
、
外
気
温
が

４ 

お
わ
り
に

　

整
備
新
幹
線
で
は
、
学
識
経
験
者
・

J
R
各
社
と
と
も
に
、
各
線
区
の
気
象
条

件
や
地
域
状
況
に
応
じ
た
、
最
適
な
雪
害

対
策
を
検
討
、開
発
、実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
建
設
中
の
北
海
道
新
幹
線
（
新
函

館
北
斗
・
札
幌
間
）、
北
陸
新
幹
線
（
金

沢
・
敦
賀
間
）
は
、
雪
害
対
策
が
必
要
な

積
雪
寒
冷
地
域
を
通
過
し
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
効
果

的
な
雪
害
対
策
の
導
入
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

低
い
場
合
、
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
な
い

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
直
接
加
熱
式
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従
来
の
床
板
加
熱

式
ヒ
ー
タ
ー
に
加
え
、
新
幹
線
の
本
線
で

は
初
め
て
ポ
イ
ン
ト
先
端
部
に
基
本
レ
ー

ル
加
熱
式
ヒ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

● 

エ
ア
ジ
ェ
ッ
ト

　

分
岐
器
可
動
部
に
挟
ま
っ
た
車
両
か
ら

の
落
氷
雪
の
除
去
は
、従
来
の
温
水
ジ
ェ
ッ

ト
で
は
温
水
噴
射
後
の
飛
散
水
の
凍
結
で

設
備
に
影
響
が
出
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
可
動
部
分
に
挟
ま
っ
た

落
氷
雪
に
圧
縮
し
た
空
気
を
噴
射
し
、
こ

れ
を
除
去
す
る
エ
ア
ジ
ェ
ッ
ト
（
空
気
式

急
速
除
雪
装
置
）
を
在
来
線
で
の
実
績
を

踏
ま
え
、
新
幹
線
の
本
線
で
初
め
て
採
用

し
て
い
ま
す
。（
写
真
９
）

グレーチング

保
守
用
通
路

ダクトノズル

トングレール

基本レール

写真 9　エアジェット（分岐器可動部）
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担
当
区
間
の
約
６
割
が
ト
ン
ネ
ル
区
間

　

取
材
当
日
（
平
成
28
年
11
月
24
日
）、
東
京
で
は

観
測
史
上
初
と
な
る
11
月
中
の
降
雪
を
記
録
し
た

が
、
北
海
道
八
雲
町
の
路
上
に
は
、
す
で
に
数
日
分

の
雪
が
積
も
っ
て
い
た
。
こ
の
日
は
太
陽
が
顔
を
の

ぞ
か
せ
た
も
の
の
、
時
折
粉
雪
が
舞
い
散
る
、
当
地

独
特
の
不
安
定
な
天
候
。
そ
ん
な
中
、
北
海
道
新
幹

線
の
各
建
設
現
場
で
は
、
作
業
員
た
ち
が
ト
ン
ネ
ル

内
の
固
い
地
盤
を
、
懸
命
に
掘
り
進
ん
で
い
た
。

　

つ
い
に
津
軽
海
峡
を
超
え
、
新
青
森
・
新
函
館
北

斗
間
が
開
業
し
た
北
海
道
新
幹
線
。
今
後
は
、
道
内

最
大
の
拠
点
で
あ
る
札
幌
へ
、
工
事
延
長
約
２
１
２

㎞
に
わ
た
る
延
伸
ル
ー
ト
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、
平
成
27
年
１
月
の
政
府
・
与
党
申
し
合
わ
せ
の

目
標
で
あ
る
平
成
42
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。

　

今
回
訪
問
し
た
、
八
雲
鉄
道
建
設
所
の
担
当
範
囲

は
、
厚
沢
部
町
と
八
雲
町
の
行
政
境
付
近
か
ら
、
長

　

平
成
17
年
の
着
工
か
ら
11
年
目
の
昨
年
３
月
、
待
望
の
開
業
（
新
青
森
・
新
函
館
北
斗
間
）

を
果
た
し
た
北
海
道
新
幹
線
。
現
在
は
、
新
函
館
北
斗
か
ら
札
幌
に
至
る
延
伸
工
事
が
、
引
き

続
き
進
め
ら
れ
て
い
る
。
新
八
雲
駅
（
仮
称
）
や
長
万
部
駅
を
含
む
、
約
81
㎞
の
区
間
を
担
当

す
る
八
雲
鉄
道
建
設
所
を
取
材
し
、
現
場
の
様
子
や
安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

 

▼▼
北
海
道
新
幹
線

■八雲鉄道建設所担当区間

 

函館

五稜郭

大沼

八雲
東室蘭

室蘭
森

小樽

札幌駅

新八雲駅
（仮称）

新函館北斗駅

奥津軽
いまべつ駅

長万部駅

長万部駅

新小樽駅
（仮称）

倶知安駅

木古内駅

建設中の路線
既開業路線

野田追
トンネル

立岩
トンネル

万
部
町
と
黒
松
内
町
の
行
政
境
付
近
ま
で
を
結
ぶ
約

81
㎞
。
全
体
の
工
事
延
長
の
お
よ
そ
４
割
と
な
る
。

　

今
回
の
取
材
で
、
工
事
の
概
要
や
現
場
で
の
作
業

内
容
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
た
の
が
、
八
雲

鉄
道
建
設
所
の
所
長
・
浦
川
博
臣
さ
ん
だ
。

　

ま
ず
は
担
当
区
間
の
特
徴
に
つ
い
て
質
問
す
る
と
、

「
最
大
の
特
徴
は
、
全
体
の
６
割
超
を
占
め
る
ト
ン
ネ

ル
区
間
で
す
。
元
々
、
北
海
道
新
幹
線
の
構
造
種
別

は
ト
ン
ネ
ル
の
占
め
る
割
合
が
多
い
の
で
す
が
、
本

建
設
所
の
担
当
区
間
も
同
様
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
は
、

掘
削
地
点
に
よ
っ
て
地
質
が
異
な
り
、
綿
密
な
調
査

や
慎
重
な
作
業
を
必
要
と
す
る
工
事
で
す
が
、
そ
の

分
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
」

　

主
な
構
造
物
と
し
て
、
新
八
雲
（
仮
称
、
以
下
略
）

難
工
事
に
挑
む
最
大
の
武
器
は
、

徹
底
し
た
安
全
対
策

◆
鉄
道
建
設
本
部 

北
海
道
新
幹
線
建
設
局 

八
雲
鉄
道
建
設
所

野田追トンネル（北）他工区の坑口からとらえた坑内の様子。天井のパイプは新
鮮な空気を坑内に送風するためのダクトだ
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不安定な天候の中、懸命な作業が続けられていた、野田追トンネル坑外の様子

現場入口に掲示された、工事の進捗状況や月間目標。毎
日実施される、作業開始前のミーティングで確認し合う

八雲鉄道建設所の浦川博
臣所長。明朗な性格と妥
協を許さぬ真摯な姿勢は、
現場関係者からの信頼も
厚い

と
長
万
部
の
両
駅
、野
田
追
ト
ン
ネ
ル
、

立
岩
ト
ン
ネ
ル
、
遊ゆ
う
ら
っ
ぷ

楽
部
川
橋
り
ょ
う

な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
延
長
約

８
㎞
の
野
田
追
ト
ン
ネ
ル
の
う
ち
、
札

幌
方
に
位
置
す
る
野
田
追
ト
ン
ネ
ル

（
北
）
他
工
事
（
フ
ジ
タ
・
株
木
・
石

山
・
砂
子
Ｊ
Ｖ
）、
延
長
約
17
㎞
の
立

岩
ト
ン
ネ
ル
の
う
ち
、
最
も
新
青
森
方

に
位
置
す
る
立
岩
ト
ン
ネ
ル（
立
岩
）他
工
事（
戸
田・

伊
藤
・
新
太
平
洋
・
北
海
道
軌
道
施
設
Ｊ
Ｖ
）
の
現

場
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。

徹
底
す
る
「
慎
重
な
作
業
」

　

野
田
追
ト
ン
ネ
ル
の
現
場
入
口
に
は
、
工
事
の
進

捗
状
況
や
安
全
面
に
関
す
る
注
意
事
項
、
月
間
目
標

な
ど
が
掲
示
さ
れ
て
い
た
。
着
工
か
ら
の
通
算
無
事

故
時
間
を
表
す
、「
無
災
害
記
録
表
」
の
こ
の
日
の
数

値
（
作
業
員
×
労
働
時
間
）
は
、
12
万
６
６
５
８
時
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間
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
立
岩

ト
ン
ネ
ル
の
現
場
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
掘
削
は
、
既
に
開
業
し
た
新
青
森
・
新

函
館
北
斗
間
の
工
事
な
ど
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆

使
し
て
い
る
。
掘
削
は
Ｎ※
注
１Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
機
械
掘
削

シ
ョ
ー
ト
ベ
ン
チ
カ
ッ
ト
工
法
で
、
ま
ず
上
半
分
を

１
m
掘
削
し
、
鋼
製
支
保
工
建
込
、
吹
付
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
を
打
設
。
下
半
分
も
同
様
の
工

程
を
繰
り
返
し
て
い
く
。

　

地
質
は
常
に
変
化
す
る
の
で
、
坑
内
の
計
測
や
目

視
観
察
は
日
々
欠
か
さ
ず
、
変
位
の
規
模
に
よ
り
、

１
掘
進
長
、
支
保
工
の
ラ
ン
ク
や
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
の

本
数
・
長
さ
な
ど
を
調
整
す
る
。
さ
ら
に
、
一
定
距

離
を
掘
進
す
る
ご
と
に
、
ト
ン
ネ
ル
坑
内
か
ら
水
平

ボ
ー
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
前
方
の
地
質
を
確
認
し
て

い
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
、
浦
川
所
長
が
口
に
し
て

い
た
、「
慎
重
な
作
業
」
の
一
部
分
だ
。　
　
　
　
　
　
　

　

野
田
追
ト
ン
ネ
ル
は
、取
材
日
の
時
点
で
は（
上
半
）

５
８
６
m 
の 

掘
削
が
完
了
し
、
並
行
し
て
坑
口
付
近

か
ら
イ
ン
バ
ー
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工
を
し
て
い

た
。

聴
覚
、
視
覚
、
触
覚
で
行
う

速
や
か
な
意
思
伝
達

　

続
い
て
、
野
田
追
ト
ン
ネ
ル
と
は
、
新
設
さ
れ
る

新
八
雲
駅
を
挟
ん
で
北
側
に
位
置
す
る
、
立
岩
ト
ン

ネ
ル
の
現
場
に
移
動
。
こ
ち
ら
の
作
業
員
控
室
入
口

で
も
、
先
ほ
ど
と
同
内
容
の
掲
示
物
を
目
に
し
た
。

双
方
の
現
場
に
共
通
す
る
の
は
、
徹
底
し
た
安
全
対

エレクター 一体型吹付機を用いた鋼製支保工建込状況（野田追トンネル）

立岩トンネルの掘削状況。大型ブレーカ（左）と自由断面トンネル掘進機（右）にて連携し
ながら掘削していた

防水工の施工状況（立岩トンネル）
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策
だ
。
掲
示
物
な
ど
で
繰
り
返
し
意
識
付
け
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
工
事
中
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
規
則

や
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。

　

坑
内
の
壁
や
重
機
、
さ
ら
に
は
作
業
員
の
服
や
ヘ

ル
メ
ッ
ト
に
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
箇
所
に
光
や
振
動
で

合
図
を
伝
え
る
装
置
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
装
置
に
反
応
し
、
人
や
重
機
の
通
行
や
作
業

中
止
を
伝
え
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
同
時
に
流
れ
る
。

　
「
坑
内
で
最
も
心
配
な
の
が
、
重
機
や
車
両
と
作

業
員
の
接
触
事
故
で
す
。
聴
覚
、
視
覚
、
触
覚
で
速

や
か
な
意
思
伝
達
を
行
う
仕
組
み
が
で
き
て
い
ま
す
」

と
浦
川
所
長
が
教
え
て
く
れ
た
。
事
実
、
我
々
取
材

陣
が
一
定
の
地
点
を
通
過
す
る
た
び
に
、
警
報
や
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
、
人
も
機
械
も
す
べ
て
の
作
業
が

即
座
に
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
。

　

普
段
か
ら
、
受
注
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
頻
繁
に

行
い
、月
に
１
度
は
、各
現
場
の
施
工
業
者
が
集
ま
り
、

互
い
の
作
業
を
確
認
し
意
見
を
交
換
す
る
合
同
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、通
称
「
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
」
も
開
催
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
安
全
へ
の
対
策
は〝
や
り
過
ぎ
〞

と
思
わ
れ
る
く
ら
い
徹
底
し
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
か
ら
」

　

浦
川
所
長
の
説
明
に
対
し
、
近

く
で
聞
い
て
い
た
現
場
関
係
者
た

ち
も
う
な
ず
い
て
い
た
。

　

な
お
、
立
岩
ト
ン
ネ
ル
も
掘
削

方
式
は
、
野
田
追
ト
ン
ネ
ル
と
同

様
だ
っ
た
が
、
切
羽
に
て
２
台
の
重
機
が
連
携
し
て

掘
削
し
て
い
る
状
況
を
間
近
で
取
材
で
き
た
。

　

ど
ち
ら
の
現
場
も
、
現
在
は
１
日
平
均
４
〜
５
m

掘
進
し
て
い
る
そ
う
で
、
立
岩
ト
ン
ネ
ル
は
６
０
５

m
の
本
坑
掘
削
（
上
半
）
が
完
了
し
、
坑
口
か
ら
イ

ン
バ
ー
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
お
よ
び
防
水
工
の
施
工
を

進
め
て
い
る
。

　

取
材
を
終
え
て
ト
ン
ネ
ル
か
ら
出
る
と
、
す
っ
か

り
日
も
暮
れ
て
お
り
、
坑
内
で
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
冷
た
い
風
が
吹
き
付
け
る
。
降
雪
は
徐
々
に
強
く

な
っ
て
き
た
が
、
我
々
が
現
場
を
離
れ
た
後
も
、
昼

夜
交
代
で
作
業
は
続
け
ら
れ
る
。

周
辺
環
境
へ
の
配
慮

　

建
設
工
事
は
、
現
場
の
安
全
管
理
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
も
重
要
で
あ
る
。
ト
ン

ネ
ル
掘
削
に
伴
い
、
当
然
、
大
量
の
土
砂
が
発
生
す

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
浦
川
所
長
は
、「
地
元
自
治
体

な
ど
に
ご
協
力
頂
き
、
こ
の
発
生
土
を
有
効
に
活
用

す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
発
生

土
の
一
部
に
は
自
※
注
２

然
由
来
重
金
属
等
の
含
有

が
予
測
さ
れ
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
伴
っ
て

発
生
す
る
岩
は
土
壌
汚
染
対
策
法
上
、
適
用

外
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
然
由
来
重
金
属

等
含
有
土
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
の
対
※
注
３

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
準
拠
し
、
機
構
で
は
自
主
的

に
対
応
を
検
討
し
て
、
学
識
経
験
者
な
ど
を

交
え
た
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、
適
切
な
処

理
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
周
辺
の
皆
様
に

ご
理
解
を
頂
き
な
が
ら
処
理
し
て
い
き
ま
す
」

通行するJV職員等が左腕のスイッチを作動させると、
重機の装置が数カ所点灯することで、オペレーターに
作業の一時中断が伝達される

一時中断を伝える際は、重機だけでなく壁面に設置
された装置も点灯し、さらに作業員のヘルメット内
の装置も振動。騒音で指示が聞き取れないケースで
も、敏速な指示伝達が可能となる
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と
説
明
し
て
く
れ
た
。

　

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
工

事
で
は
、
湧
水
や
工
事

用
水
な
ど
も
排
出
さ
れ

る
。
漁
業
や
酪
農
が
盛

ん
な
八
雲
町
で
は
、
海

や
河
川
、
牧
草
地
へ
の

影
響
が
心
配
に
な
る
と

こ
ろ
だ
が
、
仮
設
ヤ
ー

ド
に
設
置
さ
れ
た
濁
水

処
理
設
備
を
通
し
て
適

正
に
処
理
し
て
い
る
そ

う
だ
。

常
に
忘
れ
な
い

感
謝
の
気
持
ち

　

最
後
に
建
設
所
に
戻
り
、
浦
川
所
長
に
本
工
事
へ

の
意
気
込
み
に
つ
い
て
、
改
め
て
聞
い
て
み
た
。

　
「
目
標
は
、
安
全
管
理
を
徹
底
し
、
無
事
故
・
無

災
害
の
ま
ま
工
事
を
終
え
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
日
頃
よ
り
す
べ
て
の
工
事
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
工

事
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
地
元
の
ご
理
解
や

ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
住
民
の
方
々
に
対
し
て
も
、

工
事
へ
の
理
解
を
示
し
て
頂
い
て
い
る
と
い
う
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
ご
質
問
や
ご
意
見
に
は
積

極
的
に
耳
を
傾
け
、
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
説
明
会
や

見
学
会
な
ど
も
対
応
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」

　
「
感
謝
」
の
言
葉
を
重
ね
た
こ
と
に
触
れ
る
と
、「
私

（
※
注
１
）
N
A
T
M
：
オ
ー
ス
ト
リ
ア
発
の
工
法
で
、
地
山
が
有
す
る
支
保
能

力
を
最
大
限
に
活
用
し
て
掘
削
す
る
方
法
。
鉄
道
だ
け
で
な
く
、
道

路
ト
ン
ネ
ル
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。　

（
※
注
２
）
自
然
界
に
元
々
存
在
し
て
い
る
鉛
、
セ
レ
ン
、
ヒ
素
な
ど
の
重
金
属
。

温
泉
や
食
品
、
人
間
を
含
む
動
植
物
に
も
微
量
含
ま
れ
る
物
質
で
、

存
在
自
体
は
危
険
で
は
な
い
。

（
※
注
３
）
国
土
交
通
省
「
建
設
工
事
に
お
け
る
自
然
由
来
重
金
属
等
含
有
岩
石
・

土
壌
へ
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
暫
定
版
）
平
成
22
年
３
月
」

立岩トンネルの現場では、坑内から排出された水を浄水するシステムが確立さ
れ、濁水処理設備にて処理された水で金魚を飼育している

自由断面トンネル掘進機による掘削状況（立岩トンネル）

丘陵を掘進する立岩トンネルの坑口。冷たい風が吹き付ける厳しい環境の中、昼夜交代で作業は続けられる

の
ポ
リ
シ
ー
は
〝
人
と
の
縁
を
重
視
し
、
常
に
感
謝

の
気
持
ち
を
持
つ
〞で
す
か
ら
、建
設
所
の
部
下
に
も
、

そ
う
い
っ
た
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
日
々
の
業
務
に
当

た
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

　

徹
底
し
た
安
全
管
理
と
周
囲
へ
の
感
謝
。
夜
を
迎

え
、
室
外
の
気
温
は
だ
い
ぶ
下
が
っ
た
が
、
浦
川
所

長
の
語
り
口
は
、
最
後
ま
で
熱
か
っ
た
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊



2つの海に面する、
自然豊かな町・八雲
───八雲はどのような町ですか。

　北海道南部に位置する八雲は、旧尾張藩主の徳川慶勝
によって開拓され、その後村から町へと発展を遂げ、平
成17年には熊石町と合併し、二

ふたみ

海郡八雲町となりました。
「二海」という名前の通り、日本海と太平洋の双方に面し
た、我が国では唯一の町です。

　主な産業は、2つの海を
軸にした漁業と、寒冷な気
候と広大な牧草地を生かし
た酪農です。日本の西洋式
酪農発祥の地は、ここ八雲
だと伝えられています。
　町内は四季折々の自然に
恵まれ、春の新緑や秋の紅
葉の時期には、たくさんの
観光客が訪れます。道南の
中心で交通の便も良く、雪
害や天災も少ないため、暮
らしやすい町といえるで
しょう。

───八雲のお勧めは何でしょうか。

　先ほど触れた、漁業と酪農による名産品と、豊かな自
然を満喫できる観光地です。全国に先駆けて始めた養殖
業による、太平洋側のホタテや日本海側のアワビに、秋
に遊

ゆうらっぷ

楽部川を遡上するアキアジ（鮭）とイクラ、新鮮な
生乳から作られるチーズなどの乳製品は、おかげ様で多
くの方々から好評を頂いています。　
　噴火湾パノラマパークでは、キャンプやピクニックが
楽しめ、さらに海へと向かうパノラマロードからの眺望
は、道内屈指のロケーションと言えます。また、桜が美
しい熊石青少年旅行村や、遊楽部岳や雄

おぼ こ

鉾岳などの山々

も、絶景スポットとして人気があります。
　他では、八雲温泉や上の湯温泉などの各種温泉や、や
はり八雲がルーツとされる、お土産でおなじみ木彫り熊
の資料館を併設した、八雲町郷土資料館も見どころです。
このように、自慢できる物は多いのですが、やや宣伝不
足なのが現状です。我々の奥ゆかしさと申しますか（笑）、
遠慮がちな気質が原因でしょうか。広報活動の強化は、
八雲の今後の課題の 1つですね。

───北海道新幹線への期待をお聞かせください。

　新幹線が開通すれば、札幌や青森方面への移動時間が
大幅に短縮されます。しかも、新八雲駅（仮称）の設立
予定地は、今の八雲駅から西方に位置するため、新たな
拠点が生まれるということです。当然、人の往来も活発
になり、観光客の増加はもちろん、新規移住者や企業の
参入も考えられます。八雲の活性化につながる絶好の機
会ですから、私個人は、少しでも早く新幹線に来てほし
いと願っております。　
　無論、ただ開業するだけでなく、人を集める努力も怠っ
てはいけません。既存の名産品や観光地だけでなく、新
たな目玉の考案も必要でしょう。この町独自の魅力、い
わゆる「八雲らしさ」を感じてもらえるような、都会で
は不可能な、自然と融合した体験型イベントなどを計画
中です。開通まであと14年の間に、町全体で協力し合い、
新幹線を迎え入れる体制を整えたいと強く思っています。

八雲商工会 会長　坂野 俊樹さん

▶▶八雲鉄道建設所
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日本海側のタコに太平洋側の
ホタテと、双方の食材のフラ
イを添え、ルーには牛乳をふ
んだんに使用した、ご当地グ
ルメ「二海カレー」　

渡島山地からいくつもの清流が海
へと注ぐ

一直線に伸びる道路の脇に、白樺の木が列をなして並ぶパノラマロード

噴火湾を一望する「噴火湾パノラ
マパーク」からの眺望

木彫り熊発祥地・
八雲の作品と旭
川をはじめ道内各
地の木彫り熊を展
示している「八雲
町木彫り熊資料
館」
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静岡県

　
　
　 
地
方
鉄
道
を
訪
ね
て  【
静
岡
県
】

寄
稿　

掛
川
駅
と
新
所
原
駅
を
結
び
、

浜
名
湖
の
北
側
を
通
る

全
長
67・
７
㎞
の
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
の
車
窓
に
は

の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
る
。

さ
ら
に
沿
線
に
は
、
36
件
に
も
及
ぶ

国
の
登
録
有
形
文
化
財
が
存
在
す
る
。

気
賀
駅
が
最
寄
り
の
龍り

ょ
う

潭た
ん

寺じ

は
、
平
成
29
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

「
お
ん
な
城
主 

直
虎
」の
主
人
公
、
井
伊
直
虎
ゆ
か
り
の
寺
だ
。

そ
の
P
R
効
果
へ
、
地
元
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
る
。

のどかな田園風景の中を走る天浜線

天竜二俣駅に停車する「直虎号」

え
る
が
、
国
鉄
時
代
か
ら
数
え
て
77
年
に

な
る
。
沿
線
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
た
ち
か
ら

は
「
喜
寿
に
な
る
の
か
」
と
感
慨
に
満
ち
た

言
葉
が
聞
か
れ
た
。

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の

〝
直
虎
人
気
〞
に
期
待
感

　

沿
線
地
域
は
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少

が
進
む
。
し
か
し
、
最
近
は
地
域
の
中
か

浜名湖

遠州灘

浜
名
湖
佐
久
米

遠
州
鉄
道

戸
綿

遠
州
森

森
町
病
院
前

アスモ前
大森

知波田

尾奈

三ヶ日
都筑

寸座

西気賀
気賀

岡地
金指

常葉大学前

都田
宮口

西鹿島

天竜二俣

上野部

豊岡
敷地 円田

原田
原谷

細谷
いこいの広場

桜木

遠江一宮

フルーツパーク

東都筑
奥浜名湖

天竜川

東海道新幹線

東海道本線

二俣本町

岩水寺

西
掛
川

掛
川
市
役
所
前

掛
川

新
所
原

天竜浜名湖鉄道路線図

天
竜
浜
名
湖
鉄
道

今
年
３
月
で
開
業　

周
年

　

天
竜
浜
名
湖
鉄
道
は
、
両
端
で
そ
れ
ぞ

れ
J 

R
東
海
道
本
線
掛
川
、
新し
ん
じ
ょ
は
ら

所
原
両
駅

に
接
続
し
、
そ
の
北
側
に
半
円
形
を
描
く

全
線
67・７
㎞
の
単
線
で
、
非
電
化
路
線
だ
。

の
ど
か
な
沿
線
風
景
が
続
く
が
、
ミ
カ
ン
ど

こ
ろ
の
三み
っ
ヶか

日び

辺
り
で
は
奥
浜
名
湖
の
景
観

も
満
喫
で
き
る
。

　

前
身
の
旧
国
鉄
二
俣
線
は
昭
和
15
年
６

月
に
全
線
開
業
し
、
昭
和
59
年
６
月
に
は

第
２
次
特
定
地
方
交
通
線
と
し
て
一
度
、
廃

止
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
61
年
３

月
24
日
に
第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
で
の
存
続

が
決
ま
り
、
翌
62
年
３
月
15
日
に
天
竜
浜

名
湖
鉄
道
と
し
て
営
業
を
開
始
し
た
。
平

成
29
年
３
月
15
日
に
は
開
業
30
周
年
を
迎
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〈会社概要〉
■本　　社　〒 431-3311　
　　　　　　静岡県浜松市天竜区二俣町
                  阿蔵 114番地の 2
■設　　立　昭和 61年 8月 18日
■営業開始　昭和 62年 3月 15日
■払込資本　1億円
■筆頭株主　静岡県　比率 39.7％
■代 表 者　代表取締役社長　植田基靖
■従業員数　73名（民間企業出向 3名を含む）

〈路　　線〉
■営業区間　天竜浜名湖線：
                  掛川・新所原間 67.7㎞（全線単線）
　　　　　　39駅（うち有人駅 7）
■車 両  数　一般車両 15両　
                  イベント車両 1両

天竜浜名湖鉄道株式会社

鉄道・運輸機構の助成実績
〈主な助成事業〉
■鉄道軌道近代化設備整備費補助金　
　平成 15～ 19年度
■鉄道軌道輸送高度化事業費補助金　
　平成 20・21年度
■踏切保安設備整備費補助金　　　　
　平成 17・19年度
ATS 車両の更新、レール・分岐器の重軌条化、
PC枕木化、踏切遮断機・踏切警報機の新設お
よび更新等

国登録有形文化財に指定された天竜二俣駅の転車台

井伊直虎・井伊家の菩提寺、龍潭寺

植田基靖社長

地方鉄道を訪ねて【静岡県】天竜浜名湖鉄道寄稿　

ら
、「
も
し
か
し
た
ら
」、「
こ
れ
を
チ
ャ
ン

ス
に
」
と
い
っ
た
希
望
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る

と
い
う
。
平
成
29
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の

「
お
ん
な
城
主 

直
虎
」
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果
へ

の
期
待
感
だ
。

　

主
人
公
の
井
伊
直
虎
ゆ
か
り
の
龍
潭
寺

は
、
気
賀
駅
が
最
寄
り
駅
だ
。
そ
の
た
め
同

駅
を
龍
潭
寺
関
係
の
案
内
拠
点
に
し
て
い

る
。
同
寺
を
昨
年
11
月
に
訪
ね
た
時
に
は
、

広
い
境
内
は
早
く
も
団
体
客
な
ど
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
。

　

天
竜
浜
名
湖
鉄
道
沿
線
は
豊
か
な
自
然

と
そ
れ
に
囲
ま
れ
た
歴
史
、
文
化
遺
産
が

多
い
。
ま
た
、
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
直
虎

人
気
に
よ
る
、
鉄
道
の
利
用
者
増
加
を
見

込
ん
で
、
ド
ラ
マ
の
登
場
人
物
を
ラ
ッ
ピ
ン

グ
し
た
イ
ベ
ン
ト
車
両
が
全
線
を
走
り
、
気

運
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

　

天
竜
浜
名
湖
鉄
道
の
植
田
基
靖
社
長
も

「
地
域
内
で
の
Ｐ
Ｒ
強
化
は
当
然
だ
が
、
伊

豆
急
行
、
大
井
川
鉄
道
、
遠
州
鉄
道
な
ど

ご
縁
の
深
い
他
社
と
も
連
携
し
て
誘
客
に

努
め
る
。
海
外
に
つ
い
て
も
台
湾
、
中
国
、

韓
国
、
タ
イ
な
ど
か
ら
観
光
客
を
呼
び
込

み
た
い
。

　

駅
と
観
光
地
を
結
ぶ
手
段
と
し
て
は
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
と
合
わ
せ
て
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
の
サ
ー
ビ
ス
ア
ッ
プ
を
図
る
。
沿
線
一
帯

は
晴
天
率
日
本
一
の
デ
ー
タ
も
あ
り
、
気
分

爽
快
の
旅
を
提
供
し
た
い
」
と
話
す
。

心
掛
け
た
い

〝
ゆ
っ
た
り
の
ん
び
り
の
旅
〞

　

沿
線
の
観
光
地
は
駅
か
ら
目
と
鼻
の
先

の
距
離
に
あ
る
と
は
言
い
難
い
と
こ
ろ
が
多

い
。
そ
れ
で
も
の
ん
び
り
旅
を
楽
し
む
観
光

客
が
多
い
の
は
、
そ
れ
だ
け
大
き
な
魅
力
が

あ
る
か
ら
に
違
い
な
い
。

　

鉄
道
施
設
そ
の
も
の
に
も
驚
か
さ
れ
る
も

の
が
あ
る
。
し
き
り
と
観
光
バ
ス
が
立
ち
寄

る
天
竜
二
俣
駅
の
転
車
台
は
国
登
録
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
近
頃
の
車
両
は

方
向
転
換
を
必
要
と
し
な
い
が
、
こ
こ
で
は

今
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
扇
形
車
庫
と
合
わ

せ
て
公
開
さ
れ
て
い
る
た
め
、
見
学
者
が
絶

え
な
い
。
併
設
の
歴
史
館
の
ほ
か
、
国
鉄
時

代
の
事
務
所
跡
な
ど
も
あ
り
、
鉄
道
フ
ァ
ン

で
な
く
て
も
楽
し
め
る
。
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駅
数
39
の
う
ち
３
分
の
１
の
11
駅
が
国
登

録
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
遺
産

を
守
っ
て
き
た
人
た
ち
の
お
か
げ
だ
ろ
う
。

そ
の
一
つ
の
気
賀
駅
は
、
井
伊
直
虎
ゆ
か
り

の
龍
潭
寺
へ
の
玄
関
口
で
、駅
南
側
に
は
「
お

ん
な
城
主 

直
虎 

大
河
ド
ラ
マ
館
」（
平
成
29

年
１
月
15
日
オ
ー
プ
ン
）
や
姫
街
道
気
賀
関

所
跡
も
あ
る
。

乗
客
案
内
で
秋
葉
神
社
と

治
郎
柿
を
訪
ね
る

　

車
内
で
同
社
企
画
の
〝
天
浜
路
ヘ
ル
シ
ー

ウ
ォ
ー
ク
〞
参
加
者
に
出
会
っ
た
。
沿
線
を

１
コ
ー
ス
約
４
時
間
で
散
策
す
る
も
の
で
、

乗
り
合
わ
せ
た
人
た
ち
と
雑
談
に
花
を
咲

か
せ
た
。
農
家
の
人
た
ち
で
「
農
閑
期
利
用

の
遠
足
。
天
浜
線
永
続
の
た
め
に
も
で
き
る

だ
け
参
加
し
て
い
る
。
顔
見
知
り
と
雑
談
も

で
き
る
か
ら
な
あ
」
と
言
う
。
彼
ら
か
ら
西

鹿
島
駅
か
ら
バ
ス
で
行
け
る
秋
葉
神
社
参

拝
を
勧
め
ら
れ
た

の
で
急
き
ょ
足
を
向

け
る
こ
と
に
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は

〝
火
事
と
喧け
ん
か嘩
は
江

戸
の
華は
な

〞
と
言
わ

れ
た
。
そ
の
江
戸
っ

子
に
大
変
な
人
気

が
あ
っ
た
の
が
、
火ひ

伏ふ

せ
の
神
の
秋
葉

神
社
で
あ
る
。
講こ
う
を
作
っ
て
江
戸
か
ら
片
道

10
日
間
を
か
け
て
参
詣
し
、
火
事
に
な
ら

な
い
よ
う
に
と
祈
願
し
た
。
祭
神
は
日
本

を
つ
く
っ
た
伊い

ざ

な

ぎ

邪
那
岐
、
伊い

ざ

な

み

邪
那
美
の
子
の

火ひ

の

か

ぐ

之
迦
具
土つ
ち
の
お
お
が
み

大
神
だ
。

　

も
う
一
つ
乗
客
情
報
に
よ
っ
て
訪
ね
た
の

は
治
郎
柿
原
木
だ
。
戸
綿
駅
と
遠
州
森
駅

の
間
に
あ
っ
た
。
今
は
「
次
郎
柿
」
の
名
称

で
通
っ
て
い
る
が
、
最
初
の
生
産
者
の
名
前

は
治
郎
だ
っ
た
よ
う
だ
。
原
木
に
は
柿
の
実

が
た
わ
わ
に
付
い
て
い
た
。

　

予
定
外
の
寄
り
道
と
な
っ
た
が
、
地
元
の

人
の
情
報
で
歩
く
心
地
良
さ
は
得
難
い
も
の

を
頂
戴
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

遠
と
う
と
お
み
い
ち
の
み
や

江
一
宮
駅
と
小お
く
に國
神
社
を
結
ん
で

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
。
小
國
神
社

の
祭
神
は
大
お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

国
主
命
で
、
今
の
本
殿
は
出

雲
大
社
の
協
力
で
明
治
19
（
１
８
８
６
）
年

に
建
て
ら
れ
た
。
広
い
境
内
の
大
社
造
り
に

は
、
参
拝
客
が
絶
え
な
い
。

初
め
て
知
っ
た
光
明
電
鉄
開
業
史

　

天
竜
二
俣
駅
近
く
の
小
高
い
丘
の
上
に

浜
松
市
秋あ
き
の野
不ふ

く矩
美
術
館
が
あ
る
。
地

元
の
二
俣
町
出
身
で
文
化
勲
章
受
章
者

の
日
本
画
家
・
秋
野
不
矩
（
１
９
０
８
〜

２
０
０
１
年
）
を
顕
彰
す
る
た
め
平
成
10

年
に
開
館
し
た
。
秋
野
不
矩
は
イ
ン
ド
滞

在
が
長
く
、
同
地
の
風
景
や
寺
院
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
作
品
が
多
い
。
天
竜
浜
名
湖
鉄

道
で
は
そ
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

　

こ
の
美
術
館
の
近
く
に
古
刹
・
栄
林
寺

が
あ
る
が
、
そ
の
右
手
に
光
明
電
気
鉄
道
の

ト
ン
ネ
ル
を
確
認
し
た
。
知
る
人
は
極
め
て

少
な
い
そ
う
だ
。

　

昭
和
３
（
１
９
２
８
）
年
に
新
中
泉
・
田

川
間
15
㎞
が
開
業
し
た
。
旧
国
鉄
二
俣
線

の
開
通
よ
り
12
年
前
に
、
当
時
の
軽
便
鉄

道
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
電
化
線
と
し
て
走
っ

て
い
た
と
い
う
。
ゲ
ー
ジ
は
東
海
道
線
と
同

規
格
だ
っ
た
。

　

昭
和
５
（
１
９
３
０
）
年
12
月
に
は
新

中
泉
・
二
俣
間
19
・
８
㎞
ま
で
延
伸
開
業
し

た
。
資
金
難
で
昭
和
11
（
１
９
３
０
）
年
に

廃
線
と
な
っ
た
。
現
在
の
天
竜
二
俣
駅
の
近

く
に
同
線
の
ホ
ー
ム
跡
が
あ
る
が
、
人
の
目

に
留
ま
る
こ
と
は
少
な
い
。

　

二
俣
城
、
鳥
羽
山
城
の
二
つ
の
城
跡
が

近
距
離
に
あ
る
の
も
珍
し
い
。
二
俣
城
は
平

山
城
で
今
川
、
徳
川
、
武
田
の
争
い
に
さ

ら
さ
れ
続
け
、
徳
川
家
康
が
攻
め
取
っ
た

あ
と
に
廃
城
と
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
天
正
７

（
１
５
７
９
）
年
、
家
康
の
長
子
・
岡
崎
三

郎
信
康
が
非
業
の
死
を
遂
げ
た
。
近
く
の

清せ
い
り
ゅ
う
じ

瀧
寺
が
菩
提
寺
と
な
っ
て
い
る
。

　

鳥
羽
山
城
は
家
康
が
二
俣
城
攻
略
の
際

に
本
陣
を
構
え
た
城
だ
。
こ
こ
か
ら
は
、
天

竜
川
を
挟
む
遠
州
平
野
を
見
渡
せ
る
。

　

鳥
羽
山
城
跡
の
近
く
に
は
、
江
戸
時
代

の
筏
い
か
だ
問
屋
田
代
家
跡
が
あ
る
。
同
家
は
日

本
三
大
美
林
の
天
竜
杉
を
天
竜
川
で
運
び

出
し
た
名
家
だ
。

　

清
瀧
寺
の
隣
り
に
「
本
田
宗
一
郎
も
の
づ

く
り
伝
承
館
」
が
あ
る
。
本
田
技
研
工
業
の

設
立
者
で
あ
る
本
田
宗
一
郎
（
１
９
０
６
〜 樹齢数百年の老杉が荘厳な雰囲気を出す小國神社

江戸時代に姫街道を公家や大名の姫様が往来し
た様を再現した桜姫道中（上）と、姫街道の最寄
駅、気賀駅
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　天浜線サポーターズクラブは毎月第 2水曜日に天竜二
俣駅の天竜浜名湖鉄道本社会議室で例会を重ねている。
平成 22 年 3月 15 日からスタートし、活動目的は、天
浜線を盛り立て、その支援を通して
地域を元気づけることだ。
　事務局長の田澤健司さんは、沿線
の桜木、原

はらのや

谷、遠江一宮、宮口各駅
を核とする４つのクラブの接着剤の
役割を担っている。穏やかな口調の
中にも「地域の“貴重な財産”であ
る天浜線の維持発展を願っている」
との気持ちをあふれさせながら話を
続けた。
　甲賀正子さんは、ぽっぽや桜木会代表を務める。毎日
のように無人の桜木駅の清掃と利用客などへの声掛けを
忘れない。さらにグループのメンバー 45人とのクラブ
活動など、共同活動の最前線に立つ。見せてくれた写真
には、手入れの行き届いた駅構内と満開の桜並木や芝桜

に囲まれて走る車両の様子が写っていた。
　サポーターズクラブ会員に沿線住民が多いのは当然だ
が、常に沿線以外へのＰＲも忘れていない。田澤さんは「正
直言って、第 3セクター鉄道の先行きは不安ばかりです。
だからこそ天浜線利用者以外の人たちにも“貴重な財産”
を意識してほしいのです。天浜線サポーターズクラブ・
メンバーの誰もが抱いている気持ちです」と話す。
　確かに、全国各地の廃線問題では、対象鉄道に関係の
深い地域とそれ以外の地域住民との受け止め方に温度差
があることは珍しくない。

　甲賀さんの住まいは桜木駅近く。
以前、ヤマハ株式会社（旧日本楽
器）に勤務しており、当時は最寄り
の桜木駅辺りを通り抜けて通勤して
いた。「あの頃は SL が往き来し、通
勤利用者でいっぱいでした」と回想
する。次に、ヤマハが桜木駅をイベ
ント会場にして、“地域支援”の 1
つに仕立ててくれたら、との話題に
なった。

　田澤さんは「この辺りも人口減少。遠くへ出て行った
人たちが何かの事情で帰ってきた時、『桜木駅は昔と変わ
らずに、私を優しく、温かく迎えてくれた』と感じ、元
気を取り戻すきっかけにしてくれるとありがたいですね」
と話してくれた。

地方鉄道を訪ねて【静岡県】天竜浜名湖鉄道寄稿　

１
９
９
１
年
）は
、

旧
光
明
村
生
ま

れ
で
、
日
本
人
で

初
め
て
米
国
の
自

動
車
伝
道
館
入

り
し
た
人
物
だ
。

未
来
を
担
う
若
者
に
ぜ
ひ
訪
ね
て
ほ
し
い
と

こ
ろ
だ
。
伝
承
館
の
建
物
は
昭
和
11
年
に

建
て
ら
れ
た
旧
二
俣
町
役
場
跡
で
あ
る
。

　
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
駅
か
ら
は
徒
歩
８
分
で

広
大
な
フ
ル
ー
ツ
天
国
へ
行
け
る
。
収
穫
体

験
の
ほ
か
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
デ
ザ
ー
ト
バ
イ

キ
ン
グ
、
ピ
ザ
工
房
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い

て
、
家
族
連
れ
な
ど
に
人
気
が
あ
る
。
冬
季

間
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
き
れ
い
だ
。

奥
浜
名
湖
を
一
望
で
き
る
寸
座
駅

　

寸す
ん

座ざ

駅
、
三
ヶ
日
駅
な
ど
の
一
帯
は
、
い

わ
ゆ
る
奥
浜
名
湖
の
景
観
が
一
望
で
き
る
と

こ
ろ
で
、
近
く
に
は
ミ
カ
ン
畑
が
広
が
っ
て

い
る
。

　

浜
名
湖
に
つ
な
が
る
猪い
の
は
な鼻
湖
へ
は
、
三
ケ

日
駅
か
ら
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
便
利
だ
。
冬

の
渡
り
鳥
・
ユ
リ
カ
モ
メ
と
遊
び
た
い
向
き

は
浜
名
湖
佐さ

く

め
久
米
駅
が
良
い
。
18
年
か
け

て
餌
付
け
し
た
駅
近
く
の
男
性
は
、「
冬
本

番
時
に
は
９
０
０
羽
く
ら
い
集
ま
る
で
し
ょ

う
」
と
話
し
て
い
た
。
餌
を
ね
だ
る
鳥
の
群

れ
に
訪
れ
た
人
の
歓
声
が
広
が
っ
て
い
た
。

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー　

平
野
雄
司
）

サポーターの声

SUPPORTER
,
S VOICE

天浜線サポーターズクラブ 事務局長
田澤 健司さん
ぽっぽや桜木会代表 
甲賀 正子さん

浜名湖のすばらしいロケーションが広がる寸座駅付近 毎冬、ユリカモメの大群がやってくる浜名湖佐久米駅

桜木駅は、サポーターズクラブの協力で、季節
の花が咲き誇っている

幻想的な世界を醸し出すフ
ルーツパークのイルミネー
ション

甲賀正子さん（左）と
田澤健司さん（右）
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Ｊ
Ｒ
九
州
株
式
の
処
分
に
つ
い
て

トピックス

01
　

鉄
道
・
運
輸
機
構
は
、
旧
日
本
国
有
鉄
道
清

算
事
業
団
時
の
平
成
５
年
か
ら
Ｊ
Ｒ
株
式
の
売

却
を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
株
式

（
４
０
０
万
株
）、
Ｊ
Ｒ
東
海
株
式
（
２
２
４
万
株
）、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
株
式（
２
０
０
万
株
）の
売
却
を
行
い
、

約
４
兆
３
４
３
億
円
の
収
入
を
得
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
旧
日
本
鉄
道
建
設
公
団
が
解
散

と
な
り
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
が
発
足
し
た
平
成
15

年
10
月
時
点
で
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
承
継
さ
れ

た
株
式
は
、
既
上
場
の
Ｊ
Ｒ
東
海
株
式
（
88
・
６
万

株
）、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
株
式
（
63
・
４
万
株
）
と
未
上

場
の
Ｊ
Ｒ
三
島
・
貨
物
株
式
（
95
万
株
）
の
計

２
４
７
万
株
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

既
上
場
の
Ｊ
Ｒ
本
州
３
社
株
式
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
４
月
の
Ｊ
Ｒ
東
海
株
式
の
売
却
を
も
っ

て
、
株
式
の
処
分
を
全
て
完
了
し
ま
し
た
。

　

未
上
場
の
Ｊ
Ｒ
三
島
・
貨
物
株
式
の
う
ち
Ｊ
Ｒ

九
州
株
式
に
つ
い
て
は
、
完
全
民
営
化
に
向
け
た

諸
課
題
を
検
討
す
る
た
め
、
平
成
26
年
10
月
、
国

土
交
通
省
鉄
道
局
に
「
Ｊ
Ｒ
九
州
完
全
民
営
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が
設
置
さ
れ
、
鉄
道
・
運

輸
機
構
も
参
画
し
つ
つ
検
討
を
進
め
、
平
成
27
年

１
月
27
日
に
と
り
ま
と
め
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
６
月
10
日
に
Ｊ
Ｒ
九
州
の
自
主
的

か
つ
責
任
あ
る
経
営
体
制
の
確
立
等
を
図
る
た
め
、

同
社
を
「
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄

道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
」
の
適
用
対
象
か
ら

除
外
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
同
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
公
布
（
翌
年
の
平
成
28
年
４
月

１
日
施
行
）
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
九
州
株
式
の
処
分
方
法
等
に
つ

い
て
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
資
産
処
分
審
議
会
へ
諮

問
し
、
Ｊ
Ｒ
九
州
や
証
券
市
場
関
係
者
か
ら
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
含
め
３
回
の
審
議
を
経
て
、
同
年
９

月
９
日
に
売
却
方
法
、
売
却
規
模
、
売
却
時
期
、

主
幹
事
証
券
会
社
選
定
の
基
本
方
針
等
が
答
申
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
ブ
ッ
ク
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

方
式
（
投
資
家
に
対
す
る
需
要
調
査
の
結
果
に
基

づ
い
て
売
出
価
格
を
決
定
）
で
売
却
す
る
た
め
、

平
成
28
年
１
月
８
日
に
主
幹
事
証
券
会
社
５
社
を

選
定
し
、
で
き
る
限
り
早
期
の
売
却
・
上
場
に
向

け
て
所
要
の
準
備
を
進
め
、
同
年
９
月
15
日
に
ロ
ー

ン
チ
（
売
出
実
施
を
公
表
）
し
、
同
年
10
月
25
日

に
１
億
６
千
万
株
（
平
成
28
年
８
月
に
32
万
株
を

５
０
０
分
割
）
を
一
括
売
却
し
、
４
１
６
０
億
円
の

売
却
収
入
を
得
ま
し
た
。

　

上
場
日
当
日
、
東
京
証
券
取
引
所
に
お
い
て
上

場
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
北
村
理
事
長
を
は

じ
め
関
係
役
職
員
が
出
席
し
、
２
階
の
オ
ー
プ
ン

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
株
価
確
認
（
初
値
３
１
０
０

円
）
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
九
州
関
係
者
に
よ
り
「
上
場

記
念
の
打
鐘
」
が
５
回
打
た
れ
、
盛
大
な
拍
手
と

と
も
に
関
係
者
一
同
で
上
場
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
日
の
10
月
26
日
に
は
、
福
岡
証
券
取

引
所
に
お
い
て
も
上
場
し
、上
場
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

北
村
理
事
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
地
元
経
済
界

の
皆
様
と
と
も
に
関
係
者
一
同
で
上
場
を
祝
い
ま

し
た
。

東証上場セレモニー：２階オー
プンプラットホームのディスプ
レイで株価確認（初値）

東証上場セレモニー：上場記念の打鐘（青柳代表
取締役社長）

福証上場セレモニー：北村理事長祝辞

東証上場セレモニー：上場
セレモニー参加者全体での
記念撮影
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●JR九州グループは、JR九州と子会社41社および関連会社4社により構成され、運輸サービス、建設、駅ビル・不動産、流通・
外食およびその他事業を九州全域を中心に展開しております。

●また、九州新幹線をはじめとした九州の主要都市間を結ぶ鉄道ネットワークを有し、各主要都市ではJR九州グループが保有
する駅ビルを管理・運営するなど、地域に根ざした魅力的でにぎわいの溢れるまちづくりを推進しております。

J R T T  T O P I C S

《JR九州グループの概要》

鉄道ネットワーク

主幹事証券会社 5社について
国内区分：◎野村證券  ◎三菱UFJ モルガン・スタ
                  ンレー証券、 SMBC日興証券
海外区分：◎JPモルガン証券、ゴールドマン・サ
                  ックス証券
＊◎はグローバルコーディネーター

1．経緯
　 9 月 15日　東京証券取引所および福岡証券取
　　　　　　　引所において上場承認
                      ローンチ（売出実施を公表）
　10月 6日　  仮条件の決定（1株当たり 2,400
                      円～ 2,600 円）
　10月 7～ 14日　
                      ブックビルディング（需要積み上げ）
　10月 17日　売出価格の決定
                      （1 株当たり 2,600 円）
　10月 25日　株式受渡期日
                      （東京証券取引所へ上場）
                      （翌日に福岡証券取引所へ上場）

2．概要
　 ① 売出株数　1億 6,000 万株
　 ② 売出価格　1株につき 金 2,600 円
　 ③ 売却収入　4,160 億円 

参考１

参考 2

発行会社
旧事業団発足時
保有株式数
（ 万株） 

売却実績 現在
保有株式数
（ 万株 ）売却株式数

（ 万株 ）
売却収入
（ 億円 ） 売却年月

JR東日本 400

250 10,759 平成5.10

0100   6,520 平成11.8

  50  2,660 平成14.6

JR 東海 224

  135.4   4,859 平成9.10

0 60   4,770 平成17.7

   28.6   3,290 平成18.4

JR 西日本 200
  136.6   4,878 平成8.10

0
   63.4   2,607 平成16.3

小計 824 824  40,343 ― 0

JR北海道 18 ─ ─ ― 18

JR四国 7 ─ ─ ― 7

JR九州 32 16,000※   4,160 平成28.10 0

JR 貨物 38 ─ ─ ― 38

小計 95 16,000  4,160 ― 63

合 計 919 16,824 44,503 ― 63

■ＪＲ株式の処分状況

※ＪＲ九州は、平成28年8月18日、東京証券取引所の上場規程に従い、株式数32万株を500分割し、
発行済株式総数を1億6,000万株とした。

九州全域で多彩な事業を展開

九州新幹線 (鹿児島ルート )
九州新幹線 (西九州ルート )
※ 平成34年度完成予定 (建設中 )

在来線

800系　さくら つばめ ななつ星 in九州

ドラッグイレブン
（ドラッグストア/調剤）

MJR
（分譲マンション）

大分

福岡

JR 博多シティ
（駅ビル）

JR九州
ホテルブラッサム
博多中央（ホテル）

JRおおいたシティ（駅ビル）
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第23回「鉄道の日」記念イベント
明治５年10月14日、新橋・横浜間に日本で初めての鉄道が開通したことを記念して、
平成６年に10月14日を「鉄道の日」と定め、毎年、記念行事が開催されています。

トピックス

02

　

昨
年
10
月
８
日
（
土
）、

９
日
（
日
）
の
２
日
間
に

わ
た
り
、
日
比
谷
公
園
に

て
「
第
23
回
鉄
道
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、

機
構
は
ブ
ー
ス
を
出
展
致

し
ま
し
た
。

　

鉄
道
フ
ァ
ン
や
親
子
連

れ
な
ど
、
２
日
間
で
延
べ
12
万
４
０
０
０

人
が
会
場
を
訪
れ
、
機
構
を
は
じ
め
鉄

道
事
業
者
等
の
各
ブ
ー
ス
に
足
を
運
び

ま
し
た
。

　

機
構
ブ
ー
ス
で
は
、
パ
ネ
ル
や
模
型

の
展
示
お
よ
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配

布
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
平
成
28
年

３
月
に
開
業
し
た
ば
か
り
の
北
海
道
新

幹
線
（
新
青
森
・
新
函
館
北
斗
間
）
を

紹
介
す
る
た
め
、
新
函
館
北
斗
駅
舎
模

型
を
展
示
し
、
プ
ラ
レ
ー
ル
に
も
「
は

や
ぶ
さ
」
の
車
両
（
Ｈ
５
系
）
を
走
行

さ
せ
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
内
の
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
で
は
、
北
海
道
新
幹
線
建
設
の
歴

史
を
辿
る
映
像
を
放
映
し
、
多
く
の
来

場
者
に
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

機
構
の
業
務
内
容
に
関
す
る
ク
イ
ズ
の

開
催
や
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
発
破
疑
似
体

験
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
機
構

ブ
ー
ス
は
終
日
お
子
様

か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い

年
代
の
方
々
に
お
立
ち

寄
り
頂
き
、
機
構
の
業

務
や
鉄
道
の
建
設
に
つ

い
て
Ｐ
Ｒ
で
き
た
２
日

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
メ
イ
ン

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
第
17
回
「
鉄
道
の
あ

る
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
表
彰
式
が

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
中
で
行

わ
れ
、
猪
井
審
査
委
員
長
よ
り
、
グ
ラ

ン
プ
リ
の
国
土
交
通
大
臣
賞
（
作
品
名

「
さ
く
ら
爛
漫
」）
を
受
賞
し
た
伊
藤
正

和
さ
ん
に
賞
状
並
び
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
猪
井
審
査
委
員
長

か
ら
は
「
早
春
の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た

森
林
公
園
に
走
る
蒸
気
機
関
車
雨
宮
21

号
の
姿
に
、
作
者
の
優
し
い
心
情
が
見

事
に
描
き
出
さ
れ
た
作
品
で
す
」
と
の

作
品
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
受
賞
・
入
賞
作
品
の
展
示

ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
来
場
者

が
訪
れ
ま
し
た
。
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

受
賞
・
入
選
作
品
は
当
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

 「鉄道のある風景写真コンテスト」表彰式

青函トンネル発破疑似体験プラレールに興味津々の子どもたち機構ブース前で記念撮影

業
務
部
・
鉄
道
助
成
部

鉄
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

東
京
地
区

機構ブースを見学する来場者
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昨
年
10
月
８
日（
土
）、「
鉄

道
の
日
」
北
海
道
実
行
委

員
会
主
催
の
第
23
回
鉄
道

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
北
海
道

が
札
幌
駅
南
口
広
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
新
幹
線
建
設
局

は
、
昨
年
の
３
月
26
日
に
開

業
し
た
北
海
道
新
幹
線
（
新

青
森
・
新
函
館
北
斗
間
）
の
開
業
日
の
模
様

を
録
画
し
た
D
V
D
の
上
映
、
新
函
館
北
斗

駅
・
木
古
内
駅
・
奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅
に
関

す
る
パ
ネ
ル
や
実
物
の
レ
ー
ル
の
展
示
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

北
海
道
新
幹

線
が
開
業
し
た
ば

か
り
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
機
構
の

ブ
ー
ス
に
は
多
く

の
方
が
来
場
さ
れ
、
あ
ら
か

じ
め
用
意
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
る

ほ
ど
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

特
に
実
物
レ
ー
ル
の
展
示

で
は
実
際
の
レ
ー
ル
に
触
っ

た
り
持
ち
上
げ
た
り
、
レ
ー

ル
の
固
定
金
具
を
分
解
し
た

り
と
、
普
段
は
で
き
な
い
体

験
に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
会
場
内
に
は
、「
札
幌
市
交
通

局
の
制
服
を
着
て
の
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
」

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合
」「
ミ
ニ
H
５
系
新
幹

線
乗
車
」「
ふ
わ
ふ
わ
新
幹
線
」
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
に
人
気
の
ブ
ー
ス
や
、函
館
市
電
、

道
南
い
さ
り
び
鉄
道
と
い
っ
た
道
南
地
区
の

ブ
ー
ス
も
出
展
し
て
お
り
、
大
人
も
子
ど
も

も
楽
し
め
る
大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

　

昨
年
10
月
８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）、「
鉄

道
が
築
く
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
こ
ろ
の

つ
な
が
り
豊
か
な
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、「
鉄

道
の
日
」
中
部
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
第

23
回
「
鉄
道
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

例
年
同
様
に
イ
ベ
ン
ト
は
、
金
山
総
合
駅

コ
ン
コ
ー
ス
を
中
心
に
３
カ
所
の
会
場
で
行

わ
れ
、
両
日
と
も
に
大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

地
元
の
名
古
屋
経
済
大
学
高
蔵
高
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
生
演
奏
、
主
催
者
代
表
挨
拶
や

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
中
部
地

区
に
関
係
し
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
集
結
し
た
こ

と
も
あ
り
、
通
り
か
か
っ
た
人
も
足
を
止
め

見
物
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
阪
支
社
で
は
イ
ベ
ン
ト
の
第
二
会
場
に

お
い
て
パ
ネ
ル
展
示
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
を
行
い
、
機
構
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
第
二
会
場
は
、
毎
年
子
ど
も
た
ち

に
大
人
気
の
「
運
転
士
の
制
服
を
着
て
記
念

撮
影
」「
鉄
道
模
型
の
展
示
」「
ゆ
る
キ
ャ
ラ

と
遊
ぼ
う
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
場
所
で
も

あ
り
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
思
い
思
い
に
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、メ
イ
ン
と
な
る
第
一
会
場
で
は
、

中
部
地
区
や
静
岡
県
、
福
井
県
の
鉄
道
事
業

者
に
よ
る
、
鉄
道
グ
ッ
ズ
や
有
名
な
駅
弁
、

さ
ら
に
は
こ
の
日
限
定
の
お
宝
グ
ッ
ズ
の
販

売
な
ど
が
あ
り
、そ
れ
ら
を
求
め
る
鉄
道
フ
ァ

ン
が
開
場
前
か
ら
長
蛇
の
列
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
鉄
道
フ
ァ
ン
の
一
部
に
は
、
前
日
の
夜

か
ら
並
ん
で
い
る
人
も
い
た
そ
う
で
す
。

　

第
三
会
場
の
展
示
エ
リ
ア
で
は
、「
中
部
の

鉄
道
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
入
選
し
た
作

品
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
が
描

い
た
鉄
道
車
両
の
絵
画
な
ど
が

た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
て
お
り
、

第
一
、
第
二
会
場
と
は
違
っ
た

趣
で
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め

る
「
鉄
道
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン

ト
は
今
回
も
大
盛
況
で
し
た
。

「
鉄
道
の
日
」記
念
イ
ベ
ン
ト
in
名
古
屋

大
阪
支
社

鉄
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
北
海
道

北
海
道
新
幹
線
建
設
局

H5系ミニ新幹線も登場

にぎわう機構ブース

実物のレールに子どもたちは興味津々

開場時より多くの人が来場

主催者によるテープカット

にぎわいを見せる第一会場の物販コーナー
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J R T T  T O P I C S

　

昨
年
10
月
２
日(

日)

、
東
北
地
区
「
鉄

道
の
日
」
実
行
委
員
会
主
催
の
第
23
回
「
鉄

道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
東
北
」
が
Ｊ
Ｒ
貨
物

の
仙
台
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

青
森
工
事
事
務
所
は
、
パ
ネ
ル
展
示
や
奥

津
軽
い
ま
べ
つ
駅
の
模
型
展
示
、
プ
ラ
レ
ー

ル
に
よ
る
走
行
展
示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｈ

５
系
車
両
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
が
入
っ
た
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
の
配
布
、
函
館
で
行
わ
れ
た
北

海
道
新
幹
線
の
竣
工
開
業
式
で
上
映
さ
れ
た

「
北
海
道
新
幹
線
開
業
ま
で
の
道
の
り
」
の
上

映
、
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、昨
年
に
引
き
続
き
、ゆ
る
キ
ャ

ラ
シ
ョ
ー
に
青
森
県
か
ら
お
借
り
し
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
マ
ギ
ュ
ロ
ウ
」が
参
加
し
ま
し
た
。

マ
ギ
ュ
ロ
ウ
は
機
構
の
ブ
ー
ス
で
も
握
手
会

や
撮
影
会
を
行
い
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に

囲
ま
れ
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
体
の
来
場
者
数
は
周
辺
で
他
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

前
回
を
若
干
下
回
る
約
１
万
８
０
０
０
人
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
来
場
者
は
ゆ
る
キ
ャ

ラ
シ
ョ
ー
や
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
機
関
車
の
体
験

乗
車
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

鉄
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
東
北

青
森
工
事
事
務
所

天気に恵ま
れ多くの来場
者でにぎわう

多くの来場者でにぎわう機構のブース

熱心にパネルを見学する来場者 機構のブースでＰＲするマギュロウ

　

全
国
の
島
々
が
集
ま
る
祭
典
「
ア
イ

ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
６
」
が
、
昨
年
11
月

26
日
（
土
）、
27
日
（
日
）
の
２
日
間
に

わ
た
り
、
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
と
は
、
離
島
地
域
の

活
性
化
を
図
る
目
的
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
本
年
で
24
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
機
構
は
４
回
目
の
参
加
と
な
り
、

例
年
通
り
日
本
旅
客
船
協
会
の
ブ
ー
ス

の
一
部
を
お
借
り
し
て
出
展
し
ま
し
た
。

当
機
構
が
参
加
す
る
目
的
は
、
ア
イ
ラ

ン
ダ
ー
に
出
展
す
る
離
島
の
方
々
（
地

方
公
共
団
体
）
に
対
し
、
機
構
共
有
建

造
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
で
す
が
、

今
年
は
、
一
般
の
来
場
者
の
皆
様
に
も
、

当
機
構
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
、

船
舶
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
共

有
事
業
者
で
あ
る
東
海
汽
船
よ
り
共
有

船
「
橘
丸
」
の
船
舶
模
型
を
お
借
り
し

て
展
示
し
ま
し
た
。
模
型
の
注
目
度
は

高
く
、特
に
小
さ
い
子
ど
も
や
〝
島
ガ
ー

ル
〞
と
呼
ば
れ
る
島
や
離
島
の
船
が
好

き
な
女
性
か
ら
、
大
変
興
味
を
持
っ
て

見
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
喜
ん
で
頂

け
た
様
子
で
し
た
。

　

普
段
の
業
務
に
お
い
て
は
、
な
か
な

か
触
れ
合
う
こ
と
の
で
き
な
い
一
般
の

お
客
様
に
喜
ん
で
頂
け
た
こ
と
が
、
さ

ら
な
る
喜
び
で
し
た
。

共有船舶建造支援部 建造促進課

トピックス

03

J R T T  T O P I C S

大盛況の会場島々のパフォーマンス（小笠原のフラダンス）

機構ブースのスタッフ一同

アイランダー２０１６

共有船「橘丸」の船舶模型
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トピックス

04
J R T T  T O P I C S

　

昨
年
10
月
、
11
月
に
「
平
成
28
年
度
内
航
船
舶

技
術
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
全
国
４
カ
所
（
東
京
、

神
戸
、
広
島
、
福
岡
）
で
開
催
し
ま
し
た
。
本
セ

ミ
ナ
ー
は
、
内
航
海
運
の
最
新
動
向
を
踏
ま
え
た

当
機
構
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
幅
広
く
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
今
の
船
内
労
働
環
境
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
加

え
、
今
年
７
月
か
ら

騒
音
規
制
が
本
格
導

入
さ
れ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
今
回
は
「
人

と
環
境
に
優
し
い

船
」
や
騒
音
対
策
指

針
に
つ
い
て
発
表
す

る
と
と
も
に
、
昨
年

度
実
施
し
た
実
用
化

助
成
事
業
お
よ
び
技

術
調
査
に
つ
い
て
報

告
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
内
航
海

運
会
社
、
造
船
所
、

舶
用
メ
ー
カ
ー
、
荷

主
の
方
々
な
ど
、
東
京
会
場
に
約
１
０
０
名
、
神

戸
会
場
に
約
60
名
、
広
島
会
場
に
約
70
名
、
福
岡

会
場
に
約
60
名
の
参
加
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

当
機
構
で
は
、
今
後
と
も
、
関
係
の
皆
様
に
内

航
船
舶
の
技
術
に
関
す
る
最
新
情
報
お
よ
び
そ
れ

を
踏
ま
え
た
当
機
構
の
取
り
組
み
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
ご
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

内航船舶技術支援セミナーを開催平成28年度

お問い合わせ先 お問い合わせ内容 電話番号 電子メール FAX番号

共有船舶企画管理部 経営企画課 セミナー全般 045-222-9124

ses1@jrtt.go.jp
045-222-9150

共有船舶建造支援部

技術支援課 計画、建造中および竣工後
のテクニカルサポート 045-222-9123

開発支援課 技術調査、実用化助成技術、
新技術の開発および導入の促進 045-222-9124

建造促進課 共有船の建造 045-222-9138 kensoku@jrtt.go.jp

▼セミナーに対するご意見・ご感想、セミナーで紹介しました議題、技術支援業務などについてのお問い合わせは下記までご連絡ください。

「
平
成
27
年
度
技
術
調
査
の
報
告
」

（独）
鉄
道
・
運
輸
機
構 
共
有
船
舶
建
造
支
援
部
　

開
発
支
援
課
長　

西
川 
康
士

②
複
合
材
料
製
プ
ロ
ペ
ラ
の
実
用
化

ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ
㈱
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
事
業
部

部
長

　
山
磨 

敏
夫
様

「
平
成
27
年
度
実
用
化
助
成
結
果
報
告
」

①
内
航
船
向
け

中
速
主
機
関
用
金
属
ば
ね
防
振
装
置
の
実
用
化

ヤ
ン
マ
ー
㈱
エ
ン
ジ
ン
事
業
本
部 

特
機
エ
ン
ジ
ン
統
括
部

開
発
部 

シ
ス
テ
ム
開
発
部 

シ
ス
テ
ム
技
術
グ
ル
ー
プ 

主
幹
技
師　

冨
田 

展
久
様
（
写
真
右
）

同
シ
ス
テ
ム
開
発
部 

舶
用
グ
ル
ー
プ

久
保 

貴
裕
様
（
写
真
左
）

未
来
に
向
け
た

新
し
い「
人
と
環
境
に
優
し
い
船
」と

今
後
の
技
術
支
援
に
つ
い
て

（独）
鉄
道
・
運
輸
機
構 

審
議
役

　
野
口 

雅
史

騒
音
対
策
指
針
と

新
し
い
船
の
設
計
に
つ
い
て

海
上
技
術
安
全
研
究
所 

構
造
安
全
評
価
系

上
席
研
究
員

　
平
方 

勝
様

発
表
内
容

東京会場の様子
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旅客船　Passenger Ship

竣工船の紹介 平成28年9月から11月の間に機構では新しい共有船5隻が竣工致しま
した。各船とも、国の運輸政策でもある環境にやさしい船舶や物流効率化
に寄与する船舶となっており、地域の交通と日本の物流を支えています。

J R T T  T O P I C S
トピックス

05
「みとよ」
平成 28年9月1日（木）、広島県尾道市のツネイシクラフト&ファ
シリティーズ株式会社において竣工した粟島汽船株式会社との共
有旅客船。

■ 総トン数：19トン　
■ 船　　種：旅客船兼自動車渡船　
■ 政策目的：離島航路に就航する船舶
■ 航　　路：須田港～粟島

「清
きよやす

安丸」
平成 28年9月16日（金）、山口県下関市の旭洋造船株式会社に
おいて竣工した新日本近海汽船株式会社との共有貨物船。

■ 総トン数：9,957 トン　
■ 船　　種：セメント運搬船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：セメント

貨物船　Cargo Ship

「第八神
じんじゃ

社丸」
平成 28 年 9月30日（金）、香川県丸亀市の興亜産業株式会社
において竣工した辻岡海運有限会社との共有貨物船。

■ 総トン数：499トン　
■ 船　　種：油送船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：黒油

貨物船　Cargo Ship

「大
おおたか

鷹丸」
平成 28年 10月 17日（月）、愛媛県今治市の村上秀造船株式
会社において竣工した大鷹海運株式会社との共有貨物船。

■ 総トン数：998トン　
■ 船　　種：油送船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：白油

貨物船　Cargo Ship

「大
おお

洲
ず

丸」
平成 28年 11月 14日（月）、愛媛県八幡浜市の株式会社栗之
浦ドックにおいて竣工した平汽船株式会社との共有貨物船。

■ 総トン数：1,995 トン　
■ 船　　種：油送船　
■ 政策目的：二重船殻構造船（フルダブルハルタンカー）
■ 積　　荷：白油

貨物船　Cargo Ship



「鉄道・運輸機構だより」に関するアンケートのお願い

このページをコピーして
ご使用ください

FAX

※個人情報の保護について：個人情報につきましてはより良い「鉄道・運輸機構だより」作成のための参考とし、他の目的には使用しません。

お名前 歳年齢貴社名

▼ご協力ありがとうございました。もし差し支えなければ、以下にもご記入ください。

FAX番号 045-222-9089

【問い合わせ先】 鉄道・運輸機構総務部広報課　電話：045-222-9101

今後とりあげてほしいテーマをお聞かせください。（200字程度）3

全般についてのご意見・ご要望などをお聞かせください。（200字程度）4

上記Ｑ１で選んだ回答に対するそれぞれの理由をお聞かせください。〔必須〕（200字程度）2

今季号で面白かった・興味を持った記事を3つあげてください。〔必須〕1
□ 巻頭言
□ 特集  九州新幹線のその後　
           「九州新幹線（博多・新八代間）、土木技術を訪ね歩くぶらり旅」
□ CLOSE UP　整備新幹線の雪害対策について
□ WORKING REPORT　北海道新幹線建設局 八雲鉄道建設所
□ 寄稿～地方鉄道を訪ねて～  「天竜浜名湖鉄道」

TOPICS
□ ＪＲ九州株式の処分について
□ 第２３回「鉄道の日」記念イベント
□ アイランダー２０１６
□ 平成28年度 内航船舶技術支援セミナーを開催
□ 竣工船の紹介

いつも「鉄道・運輸機構だより」をご愛読いただきありがとうございます。
今後の編集の参考とさせていただきますので、下記のアンケートにご協力ください。

該当する項目にチェックのうえ、その理由などをご記入ください。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
鉄
道
・
運
輸
機
構
だ
よ
り
」
新
春
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
「
１
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
言
い
ま
す
が
、
物
事
を
始
め

る
ま
え
に
は
し
っ
か
り
と
計
画
を
立
て
る
べ
き
と
い
う
戒
め
の
言

葉
で
す
。
今
年
こ
そ
は
、
計
画
を
立
て
て
物
事
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
「
特
集
」
は
、
開
業
し
て
７
年
目
を
迎
え
る
九
州
新
幹
線
（
博

多
・
新
八
代
間
）
で
す
。
九
州
最
長
の
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
筑
紫
ト

ン
ネ
ル
を
急
こ
う
配
で
抜
け
て
い
く
理
由
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
最
新
の
土
木
技
術
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、

も
の
知
り
辞
典
と
し
て
保
有
し
て
お
き
た
く
な
る
特
集
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
は
、
新
幹
線
の
雪
害
対
策
で
す
。
降
雪

区
間
を
安
全
・
安
定
し
て
走
行
す
る
た
め
に
、
降
雪
量
や
気
温
な

ど
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
高
架
橋
の
型
式
を
採
用
し
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
ワ
ー
キ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
昨
年
の
３
月
に
新
青
森
・
新

函
館
北
斗
間
が
開
業
し
た
北
海
道
新
幹
線
の
延
伸
工
事
を
進
め

て
い
る
八
雲
鉄
道
建
設
所
で
す
。
同
建
設
所
は
、
担
当
範
囲
約

81
㎞
の
う
ち
、６
割
超
と
な
る
約
52
㎞
が
ト
ン
ネ
ル
区
間
で
あ
り
、

ト
ン
ネ
ル
は
、
掘
削
地
点
に
よ
っ
て
地
質
が
異
な
り
綿
密
な
調
査

や
慎
重
な
作
業
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、「
徹
底
し
た
安
全
管

理
と
周
囲
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
」
を
持
っ
て
工
事
を
進
め
て
い
る

所
長
さ
ん
の
姿
に
明
る
い
機
構
の
未
来
が
見
え
ま
す
。

　
「
地
方
鉄
道
を
訪
ね
て
」
は
、
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
で
す
。
天
浜

線
（
掛
川
・
新
所
原
間
）
は
駅
数
39
の
う
ち
、
11
駅
が
国
登
録

有
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
気
賀
駅
に
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
お
ん
な
城
主 

直
虎
」
の
主
人
公
、
井
伊

直
虎
ゆ
か
り
の
龍
潭
寺
が
あ
る
な
ど
、
観
光
客
を
呼
び
込
む
起

爆
剤
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
は
取
材
に
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
株
式
の
一
括
売
却
、「
鉄
道

の
日
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
に
お
け
る
鉄
道
建
設
の
Ｐ
Ｒ
、「
ア
イ

ラ
ン
ダ
ー
2
0
1
6
」
に
お
け
る
共
有
建
造
制
度
の
Ｐ
Ｒ
、「
内

航
船
舶
技
術
セ
ミ
ナ
ー
」
に
お
け
る
内
航
船
舶
技
術
の
最
新
情

報
や
機
構
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
竣

工
し
た
５
隻
の
共
有
船
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
皆
様
か
ら
興
味
を
持
た
れ
る
「
鉄
道
・
運
輸
機
構

だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
愛
読
頂

き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　

 （
広
報
課
長
）　

編

集

後

記
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